
第 20回在宅医療推進フォーラム 
どうなる、どうする在宅医療 ～近未来の地域づくり～ 

 

 

 

 
 

 

 

 【日 時】

2024年 11月 23日（土・祝）9:30～17:00 

 

【場 所】 

東京ビッグサイト 国際会議場 

 

 

 

 

 【主 催】

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 

公益財団法人 在宅医療助成勇美記念財団 



アンケートのご協力をお願いいたします

スマホで入力できますので QR コードを読み取って

アンケートにお答えください

今後の運営の参考にさせていただきたいので、 

ぜひ、ご協力をお願いいたします。 

ご協力いただきました方には、粗品（うまい棒）を 

ご用意しております。 

※イメージ
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発表については、発表者に著作権や肖像権などの権利があります。 

発表者に許可なく撮影や録音をしたり、画面のスクリーンショットを撮影することは 

権利の侵害になりますので、十分ご留意ください。 
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1． 市民とともに、地域に根ざしたコミュニティケアを実践する。 

 

2． 医療の原点を見据え、本来あるべき生活と人間の尊厳、そして生き

がいを大切にした医療を目指す。 

 

3． 医療・福祉・介護専門職の協力と連携によるチームケアを追求する。 

 

4． 病院から在宅へ、切れ目のない医療提供体制を構築する。 

 

5． 療養者や家族の人生に寄り添うことのできるスキルとマインドをもっ

た、 在宅医療を支える専門職を積極的に養成する。 

 

6． 日本に在宅医療を普及させるために協力する。 

 

7． 毎年 11月23日を「在宅医療の日」とし、在宅医療をさらに推進する

ためのフォーラムを開催する。 

在宅医療推進のための共同声明 
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開催趣旨 
 

 

 
「在宅医療推進フォーラム」は、2005 年から始まり第 20 回の節目を迎えます。日本の在宅医療

の発展と共に歩んだ 20 年でした。 

いま「団塊の世代」がすべて 75 歳以上になる 2025 年を目前に、在宅医療推進へ制度の整備・

改良が相次ぎました。特に地域での多職種連携が報酬上でさらに評価されています（第 8 次医療計

画、第 9 期介護保険事業計画、診療・介護・障害福祉の報酬改定）。併行して在宅医療を重視した新・

地域医療構想やかかりつけ医の機能強化の議論などが始まりました。 

これら一連の動向は、急進展する少子高齢化・人口減少に対応し、様々な障害を抱えながら誰も

が地域で普通に暮らせるまちづくりと地域ぐるみの支え合いに向けた取り組みをさらに強化するも

のです。とは言っても、その取り組みには地域によって温度差や在宅医療体制の質の格差や量的な

格差があります。在宅医療が実施されている地域でも、ビジネス優先の医療が横行したり、病院医

療の継続（治す医療）が根強く残ったり課題は山積みです。「終の棲家」のはずの高齢者施設でも本

人の意思に反し、病院へ搬送されたり、サービス付き高齢者住宅では医療・介護サービスの自由な

選択が許されなかったり、在宅介護・在宅医療の質が問われています。 

いわば成人を迎えた今回のフォーラムでは、昨年のテーマ「どうなる、どうする在宅医療」の深化

を目指し、医療・介護の関係者、地域行政の担当者、地域住民が共通に抱く課題を取り上げ、課題解

決の糸口を探したいと思います。一般の方を含めて多くの参加をお待ちしております。 

 
 

 

 

 
主主催催：：国国立立研研究究開開発発法法人人国国立立長長寿寿医医療療研研究究セセンンタターー、、公公益益財財団団法法人人在在宅宅医医療療助助成成勇勇美美記記念念財財団団  

共共催催：：一一般般社社団団法法人人日日本本在在宅宅ケケアアアアラライイアアンンスス  

全国在宅療養支援医協会、全国在宅療養支援歯科診療所連絡会、全国訪問看護事業協会、全国ホームホスピス協会、 
全国薬剤師・在宅療養支援連絡会、日本介護支援専門員協会、日本ケアマネジメント学会、日本在宅医療連合学会、 
日本在宅栄養管理学会、日本在宅看護学会、日本在宅ケア学会、日本在宅療養支援病院連絡協議会、 

日本プライマリ・ケア連合学会、日本訪問リハビリテーション協会、日本老年医学会、全国国民健康保険診療施設協議会、 
全日本病院協会、日本訪問看護財団、日本ホスピス・在宅ケア研究会、日本在宅ホスピス協会、 
日本ホスピス緩和ケア協会、NPO地域共生を支える医療・介護・市民全国ネットワーク 

 

後後援援：：厚厚生生労労働働省省、、公公益益社社団団法法人人日日本本医医師師会会、、公公益益社社団団法法人人日日本本歯歯科科医医師師会会、、公公益益社社団団法法人人日日本本薬薬剤剤師師会会、、  

公公益益社社団団法法人人日日本本看看護護協協会会、、公公益益財財団団法法人人長長寿寿科科学学振振興興財財団団                  ※順不同、一部法人格省略 
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開開催催ににああたたっってて  
 

 

来年には団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を迎える。高齢化が進む中、年齢を重ねてもで

きる限り元気に、たとえ心身が弱ったとしてもできる限り住み慣れた地域で最期まで住み続けるこ

とを目指す「エイジング・イン・プレイス（Aging in Place）」という理念を実現するべく「地域包

括ケア」が国家施策として展開されている。以前より我が国では通院困難な要介護高齢者等が居宅

等で必要な慢性期の医療・介護を個人のライフスタイルや地域生活の視点を重視した方法によって

享受できるようにする体制の確保が求められており、このような医療ケアの提供は「地域包括ケア」

の中でも重要な課題である。また、認知症となっても、人生の最終段階において本人・家族の希望

等に応じて平穏な死を迎えることを可能にする「アドバンスケアプランニング」や質の高い看取り

を提供する在宅医療は極めて重要であり、これらも国策として着実に推進する必要がある。在宅医

療に関わる医師、歯科医師、薬剤師、看護職、リハビリ関係職（PT、OT、ST）、栄養関係職、歯

科衛生士、ケアマネジャー、介護職のさらなる連携が求められている所以である。 
75 歳以上の高齢者がやがて人口の 25％を占める時代を見据えて、我々の知恵を結集して、急性

期の治療を終えた人が速やかに在宅医療へ移行できるような仕組みをさらに発展させ、社会構造の

変化や自然災害などに対しても強靱な在宅医療体制の構築が必要である。 
我々は多角的な視点からレジリエントな地域社会を構築するとともに、国民に安心感を与えるこ

との出来る医療ケア提供体制などを改めて構築しながら“住み慣れたまち”を構築していく必要が

ある。本在宅医療推進フォーラムを通じて在宅医療に関する新しい課題や方向性が明らかとなり、

我が国の在宅医療の発展につながることを望んでいる。 
 
 
 
 
 
 
2024 年 11 月 23 日 

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 

理事長 荒荒井井  秀秀典典  
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開開催催ににああたたっってて  
 

 

2000 年に日本の地域における医療の大きな柱である「治し支える医療」を確立するため、あら

ゆる在宅医療の普及と進歩を目指すことを目的に、勇美記念財団を設立しました。2005 年には財

団の事業活動を通じ、在宅医療・ケアの推進に取り組まれる全国の関係者、及び市民の皆様が一堂

に集まり、第 1 回「在宅医療推進フォーラム」を開催いたしました。 
そのフォーラムが今年で節目となる 20 回目の開催を迎えることができました。また、私ども財

団も来年は設立から四半世紀となる 25 周年を迎えます。長きに渡り、私ども財団、並びにこのフ

ォーラムを支えていただきました皆様には心より厚く御礼を申し上げます。 
第 20 回目となる今年の「在宅医療推進フォーラム」は、通院が困難となる 85 歳以上の人口が

1000 万人を超え、年間で亡くなられる方が 170 万人となる 2040 年に向け、超少子化による生産

年齢人口、就労人口が大幅に減少し、在宅医療・ケアを提供する側の問題も懸念されます。そのよ

うな状況下、今回のテーマは昨年と同様「どうなる、どうする在宅医療 ～近未来の地域づくり～」

とし、2 年間にわたり課題、問題の整理、認識と 2040 年に向けた取り組みの方向性を見出すフォ

ーラムを目指し、開催いたします。 
この 1 年間、それぞれの地域における在宅医療の取り組みについて、全国各地でブロックフォー

ラムの開催により発表してまいりましたが、本日はそのブロックフォーラムから代表して 3 つのエ

リアの発表及び現状の課題と今後の方向性について討論を行っていただきます。 
また、基調講演として武田俊彦 日本在宅ケアアライアンス 副理事長による「今こそ考える在宅

医療の姿～ここまでの歴史と現在地そして未来へ」と題し、講演いただくと共に、高橋紘士 元高

齢者住宅財団 理事長による「包括的居住支援による在宅ケア」、市原美穂 全国ホームホスピス協

会 理事長による「暮らしの中で逝くということ」と題し、2 つの特別講演を行います。フォーラム

の最後を締めくくるプログラムは「どうなる どうする 終の棲家」をテーマに立場の異なる 5 人の

パネリストの皆様によるパネルディスカッションを行います。今回のフォーラムは LIFE（生命・

生活・人生）の中の特に「生活」に焦点を当て、その質にも着目し、進めてまいります。 
今回、初の試みとなりますが、当財団の助成事業の柱でもある在宅医療にかかわる調査・研究事

業への助成の中から、特に優れた取り組みに対し、「勇美賞」として、このフォーラムにおいて授

賞式を実施致します。今後の助成公募の応募数の拡大、研究成果に繋がればと願っています。 
 第 20 回目の開催に際し、財団設立時の原点に立ち返り、住み慣れた地域で最期まで人生に寄り

添い、支える在宅医療の普及、推進について、今一度、課題認識を共有し、2040 年に向け、取り

組むべきあるべき方向性、解決策を見出す機会となることを願い、ご参加いただきます皆様にとり、

有意義なフォーラムとなりますことを心より祈念し、ご挨拶とさせていただきます。 
 
 

2024 年 11 月 23 日 
公益財団法人 在宅医療助成勇美記念財団 

理事長 住住野野  耕耕三三  

8



開開催催にに寄寄せせてて

まもなく 2025 年を迎える。高齢化が想定よりも急速度で進む中、85 歳以上の世代が、できる限

り元気に、たとえ心身が弱ったとしてもできる限り住み慣れた地域で最期まで住み続けることがで

きるのか、瀬戸際に立たされている。我が国では通院困難な要介護高齢者等が居宅等で必要な医

療・介護を受けながらも、個人のライフスタイルや地域生活の視点を重視した方法によって享受で

きるようにする体制を推進してきた。このような医療、介護の提供は「地域包括ケア」の中でも重

要な課題である。認知症となっても、超高齢期においても、障害を持ても、人生の最終段階におい

て本人・家族の希望等に応じて平穏な死を迎えることを可能にし、質の高い看取りを提供する在宅

医療は極めて重要である、本人、家族の思い・願いを実現するために在宅医療に関わる医師、歯科

医師、薬剤師、看護職、リハビリ関係職（PT、OT、ST）、栄養関係職、歯科衛生士、ケアマネジ

ャー、介護職のさらなる連携が求められている所以である。

しかしながら、現実はどうであろうか。超高齢時代は地域課題や社会課題を一気に顕在化させた

といっても過言ではない。健康に不安を持つ高齢者とその家族は、人生の最期の住まいの在り方が

問われている。急性期の治療を終えた人が速やかに在宅医療へ移行できるような仕組み作り､在宅

での生活を継続する人に対する訪問体制の整備を、あえて家に帰る政策を推し進める必要がある。

家とは何かが問われるが、生活に質、生きがいを保ち、本人の想いを実現する場所である。

我々は多角的な視点から地域社会を構築するとともに、安心感を与えることの出来る在宅療養の

体制を改めて構築しながら“住み慣れたまち”を構築していく必要がある。本在宅医療推進フォー

ラムを通じて在宅医療に関する新しい課題や方向性が明らかとなり、我が国の在宅医療の発展につ

ながることを望んでいる。

2024 年 11 月 23 日 
企画運営委員会 委員長 

日本在宅ケアアライアンス 理事長 

新新田田  國國夫夫
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組組織織概概要要  
 
 

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 
 
2010 年 4 月 1 日 
 
荒井 秀典 
 
加齢に従って生ずる心身の変化及びそれに起因する疾患であって高齢者が自立した

日常生活を営むために特に治療を必要とするもの（以下「加齢に伴う疾患」という。）

に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発並びにこれらの業務に密接に関連す

る医療の提供、技術者の研修等を行う事により、国の医療政策として、加齢に伴う

疾患に関する高度かつ専門的な医療の向上を図り、もって公衆衛生の向上及び増進

に寄与することを目的とする。 
 
（1）加齢に伴って生ずる心身の変化に関し、調査及び研究を行うこと。 
（2）加齢に伴う疾患に係る医療に関し、調査、研究及び技術の開発を行うこと。 
（3）（2）に掲げる業務に密接に関連する医療を提供すること。 
（4）加齢に伴う疾患に係る医療に関し、技術者の研修を行うこと。 
（5）（1）～（4）に掲げる業務に係る成果の普及及び政策の提言を行うこと。 
（6）（1）～（5）に掲げる業務に附帯する業務を行うこと 
 

 

 

 

 

 

 
役員 5 名（理事長 1 名、理事 2 名(うち非常勤 1 名)、監事 2 名(非常勤) ） 

職員数 1,094 名（うち常勤 688 名、非常勤 407 名）     （2024 年 10 月 1 日現在） 
 
医療法許可病床数 383 床（2024 年 10 月 1 日現在） 

 
 

国国立立研研究究開開発発法法人人  国国立立長長寿寿医医療療研研究究セセンンタターー  
〒474-8511 愛知県大府市森岡町七丁目 430 番地 

TEL：0562-46-2311 

HP：https://www.ncgg.go.jp/ 

名  称 
 
創  立 
 
理 事 長 
 
設立目的 
 
 
 
 
 
 
業務概要 
 
 
 
 
 
 
組織概要 
 
 
 
 
 
職 員 数 
 
 
病 床 数 

【研究所】 ・ジェロサイエンス研究センター ・認知症先進医療開発センター 
・老年学・社会科学研究センター ・健康長寿支援ロボットセンター 
・メディカルゲノムセンター   ・研究推進基盤センター 
 

【病  院】 ・もの忘れセンター     ・ロコモフレイルセンター      ・感覚器センター 
      ・摂食嚥下・排泄センター    ・先端医療開発推進センター  ・長寿医療研修センター 

（2024 年 4 月 1 日現在） 
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公益財団法人 在宅医療助成勇美記念財団 
 
2000 年 7 月 1 日 
 
住野 耕三 
 
約 68 億 7,723 万円（2024 年 3 月末現在） 
 
約 18 億 7,510 万円（2024 年 3 月末現在） 
 
本財団は、個人の尊厳を尊重した利用者本位の在宅医療を始め医療・福祉・介護

に関する各種地域サービスの提供を推進するため、先駆的かつモデル的な在宅医

療等に関する下記の事業に対する助成等を全国において行うことにより、もって

地域における医療福祉及び公衆衛生の向上に寄与することを目的とする。 
 
（1）提供者側・利用者側双方の視点からの在宅医療等に関する調査研究への助成 
（2）在宅医療等に関する人材養成のための研修及びセミナーなどの事業への助成 
（3）テキスト等、在宅医療等に関する情報収集及び普及啓発事業の実施 
（4）その他在宅医療等の推進のために必要な事業の実施 
 
株式会社オートバックスセブン創業者のひとりである住野勇氏は株式上場で得た

資産を社会に還元するために財団法人を設立することを計画。各方面の方々のア

ドバイスもあり在宅医療に従事されている方々への助成を目的とする財団設立を

決定。関係各位の協力のもと、「財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団」を 2000
年に発足させる。 
財団名の「勇美」は住野勇氏の「勇」、妻・美代子氏の「美」に由来。 
2010 年 3 月 1 日付で公益財団法人へ移行する。 

 
 
 

 
 

公公益益財財団団法法人人  在在宅宅医医療療助助成成勇勇美美記記念念財財団団  
〒102-0083 東京都千代田区麹町 3-5-1 全共連ビル麹町館 

TEL：03-5226-6266 / Fax：03-5226-6269 

HP：https://www.yuumi.or.jp/ 

名  称 
 
設  立 
 
理 事 長 
 
基本財産 
 
総助成金額 
 
目的及び事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設立経緯 
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団体紹介 一般社団法人日本在宅ケアアライアンス 
 

日本在宅ケアアライアンス（Japan Home Health Care Alliance: JHHCA）は、

2014年11月23日に発表された「在宅医療推進のための共同声明」に賛同

する専門職・学術団体が結集し、2015 年 3 月に設立されました。 

そして 2020 年 11 月、在宅ケアの普及・推進・向上を目指し、一般社団法人

を設立しました。 

 

目指すもの 

日日本本在在宅宅ケケアアアアラライイアアンンススはは、、在在宅宅ケケアアににかかかかわわるる専専門門職職・・学学術術団団体体等等にによよるる  

多多職職種種のの連連合合体体ととししてて、、以以下下ののここととをを目目指指ししまますす。。  

 

在在宅宅ケケアアのの質質のの向向上上及及びび普普及及  

＊質の高い在宅ケアを普及するためのサービスモデルの構築を目指します。 

＊在宅ケアにかかわるデータの蓄積とエビデンスの構築を目指します。 

 

連連携携ににおおけけるる課課題題のの共共有有とと解解決決  

＊在宅ケアにかかわる多職種の連携上の課題を明確化します。 

＊課題の共有・解決に必要な概念・スキーム等を整理します。 

 

関関連連団団体体ののネネッットトワワーークク化化とと協協働働的的取取りり組組みみのの促促進進  

＊在宅ケアにかかわる様々な団体を結ぶネットワークを構築します。 

＊各団体の取り組みについての情報を共有し、協働的取り組みを促進します。 

 

活動と事業 

国国ととのの情情報報交交換換・・意意見見交交換換のの定定期期的的実実施施、 

各団体の情情報報・・意意見見集集約約ととフフィィーードドババッックク 

 

各各種種委委員員会会開開催催  

関関係係団団体体のの連連絡絡調調整整とと共共同同実実施施  

 

普普及及啓啓発発、、広広報報（ＨＰ、ビデオ、冊子作成）、 

フォーラムの企画及び実施 

 

研研究究・・教教育育  

小児から成人・高齢者までの在宅医療の質の向上にかかわる研究・教育事業の実施 

 

１ 

2 

3 

１ 

2 

3 

4 
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社員団体紹介（正会員）紹介         2024/11/23現在  

一一般般社社団団法法人人  

全全国国在在宅宅療療養養支支援援医医協協会会  

代 表：新田國夫／会員数：約 800人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●在宅医療および終末期医療に関する調査および研究活動 

●在宅療養を支援する医療施設に関する調査および研究活動 

●在宅療養を支援する医療施設に従事する医師の連携・交流活動 

 

 

一一般般社社団団法法人人  

全全国国在在宅宅療療養養支支援援歯歯科科診診療療所所連連絡絡会会  

代 表：三木次郎／会員数：351人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●在宅歯科支援に従事する歯科医師・歯科衛生士・多職種の連携 

●地域研究会活動の支援および学術セミナーの開催 

 

 

 

一一般般社社団団法法人人  

全全国国訪訪問問看看護護事事業業協協会会  

代 表：中島正治／会員数：6,362人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●訪問看護事業の経営、サービスの質の確保向上等に関する調査

研究及び相談事業 

●訪問看護事業に関する研修会、講演会の開催等 

 

 

一一般般社社団団法法人人  

全全国国ホホーームムホホススピピスス協協会会  

代 表：市原美穗／会員数：正会員 54／賛助会員 90人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●全国大会、実践者育成塾、ホームホスピスの学校などの研修事業 

●基準に基づいたホームホスピス運営状況の評価と認定事業 

●開設のサポートと運営に関する相談、アドバイス事業 

 

 

一一般般社社団団法法人人  

全全国国薬薬剤剤師師・・在在宅宅療療養養支支援援連連絡絡会会（（JJ--HHOOPP））  

代 表：小林輝信／会員数：1,172人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●在宅療養支援に従事する薬剤師の資質向上と会員間の情報交

換・交流活動 

●在宅療養に関係する他職種を含む関係団体や各職能団体との交

流活動 

●在宅療養に必要な医薬品の供給体制確立のための活動 

  

前身の（一社）全国在宅療養支援診療所連絡会は 2008 年に

発足し、全国の在宅療養支援診療所（在支診）による在宅医療

の普及推進活動を行ってきました。そして、在宅医療は地域包括

ケアシステムの重要な機能のひとつとなりました。今や在宅医療を

支える医師は在支診だけでなく、かかりつけ医、病院、介護施設

などで幅広く活躍しています。そのため、在宅医療に賛同するす

べての医師が加入できる組織として、2020 年に現在の名称へ組

織変更しました。  

 

 在宅歯科医療にかかわる職種が集い、2009 年 11 月に「全国在

宅歯科医療・口腔ケア連絡会」設立準備会を立ち上げて、任意

団体としての活動を開始しました。2010 年５月には法人化し、一

般社団法人となり、その後、2015年3月全国在宅療養支援歯科

診療所連絡会と改称して現在に至っています。「療養者の口から

食べること、会話によるコミュニケーション等、生活を支える」を目

的として、在宅歯科医療・口腔健康管理の推進に努めておりま

す。 

  

 

 

1994 年 6 月に前身の老人訪問看護事業協会が任意団体として

発足。95 年 7 月に社団法人全国訪問看護事業協会として設立

され、2011 年 6 月に一般社団法人に移行。訪問看護事業の経

営等に関する調査研究等を通して訪問看護事業の健全な発展

を図り、国民の保健・福祉向上に寄与することが目的。2040 年に

向けて、訪問看護ステーション、在宅療養に必要な医療・介護サ

ービス・生活支援サービスと一体となって届けられる仕組みづくり

に取り組んでいます。 

  

 

 

2004 年に宮崎市で誕生した「かあさんの家」から始まったホーム

ホスピスの理念は全国に広がり、各地に「ホームホスピス」が生ま

れました。そこで、2015 年 8 月に全国ホームホスピス協会を設立

し、理念やケア、環境や組織についての基準を定め「ホームホスピ

ス」を商標として、基準に沿った運営をしている拠点を「ホームホ

スピス」として認証してきました。また、会員や新規開設希望者向

けの各種研修プログラムにも取り組んでいます。 

  

 

 2010 年 11 月、全国の薬剤師による在宅業務への取り組みを支

援していくため、全国薬剤師・在宅療養支援連絡会を設立し、

2012 年 5 月に一般社団法人化しました。現在は全国を 10 ブロ

ックに分け、ブロックごとの交流や研修会も実施しています。在宅

医療の現場で活躍する薬剤師が多く在籍する J-HOP は、会員同

士の交流と学びの場であると同時に、職能や業界を代表する団

体や在宅医療に関連する学会・研究会と連携した取り組みも活発

に行っています。 
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一般社団法人 

日日本本介介護護支支援援専専門門員員協協会会  

代 表：柴口里則／会員数：33,474人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●介護支援専門員に関する研修会の企画・運営（指導者養成等） 

●介護支援専門員の生涯学習体系の構築と調査・研究 

●介護支援専門員の地位向上に向けての活動、広報活動、学術活動 

 

一般社団法人 

日日本本ケケアアママネネジジメメンントト学学会会  

代 表：白澤政和／会員数：2,749人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●学術集会・学術講演会等の開催、学会誌・広報誌等の制作 

●研究および調査活動の推進、関連学会との連携および協力 

●認定ケアマネジャーの資格認定と活動の推進 

 

 

 

一般社団法人 

日日本本在在宅宅医医療療連連合合学学会会  

代 表：石垣泰則／会員数：4,853人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●大会・地域フォーラム、ジェネラリスト養成講座の開催 

●在宅医療インテグレーター養成講座の開催 

●委員会活動 

 

 

 

一般社団法人 

日日本本在在宅宅栄栄養養管管理理学学会会  

代 表：前田佳予子／会員数：1,924人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●学術集会、会員の研究発表会、研修会、講演会の開催 

●学会誌、論文、図書の刊行、ホームページ等による情報提供 

●在宅訪問管理栄養士、在宅栄養専門管理栄養士の養成 

 

 

一般社団法人 

日日本本在在宅宅看看護護学学会会  

代 表：山田雅子／会員数：984人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●研究者と実践者が学術的に交流することを通して、人々の健康と

QOL の向上を目指す 

 

 

  

国民の健康と福祉の向上に資することを目的に、2005年11月に

設立された介護支援専門員個人を会員とする職能団体です。公

正・中立なケアマネジメントを確立し、今後、さらに介護保険制度

の中枢で重責を担えるよう、国家資格である介護支援専門員の

知識と技術向上のための研修会の企画・運営・生涯研修体系の

確立、情報提供、調査研究に向けた事業に取り組んでいます。  

  

 

 介護保険スタートの翌年、2001 年 7 月に設立されました。ケアマ

ネジメントに関する学際的研究推進および研究者相互の連絡と協

力の促進、内外の学会との連携、ケアマネジメント技術の教育等

を図り、質の高いケアマネジメントを実現し、支援を必要とする者や

その家族等の生活の質を高め、豊かな地域社会の創造に資する

とともに、高齢者・障害者等に関する学問の進歩発展に貢献する

ことを目的としています。2011 年 8 月に一般社団法人に移行しま

した。日本ケアマネジメント学会第 24 回研究大会を千葉・幕張で

開催（2025/6/28・29）します。 

  

 

 

在宅医療の学問体系を確立し、国民に良質な在宅医療を提供で

きるよう、在宅医療を実践する医師と多職種の育成に取り組んで

います。2002 年から在宅医療専門医制度を発足し、これまで

496名の専門医を育成しています。多職種に対しては在宅医療イ

ンテグレーター養成講座をはじめ褥瘡対策研修会を開講し、新型

コロナウイルス感染症対策研修資料を作成しました。2019 年に

高齢者在宅医療・介護サービスガイドラインを作成し、2021 年に

がん在宅緩和ケア研修資料を作成しました。大会ではアライアン

スの団体との共催イベントを多く開催しています。  

 

 1996 年、在宅訪問栄養食事指導を実施するために必要な知識

と技術を学ぶこと等を目的に、全国在宅訪問栄養食事指導研究

会（訪栄研）として発足しました。2012 年度から日本栄養士会の

特定分野認定制度「在宅訪問管理栄養士」を開始し、2015 年 6

月に一般社団法人化しました。2017 年度からは日本栄養士会

と、在宅医療にかかわる地域の他（多）職種との協働体制を構築

し、総合的なマネジメントができる在宅栄養専門管理栄養士の養

成を行っています。 

  

 

 

日本在宅看護学会は 2011 年に任意団体として結成され、以

降、療養生活を支援する在宅看護の学術的発展と普及をめざ

し、それをもって人々の健康と QOL の向上、及び地域社会におけ

る福祉の向上に寄与することを目的として活動してきた。その内容

は、学会誌発行、学術集会・市民公開講座の開催、e-learning

教材の公開、災害対応マニュアル検索サイトの設置、ほか、多く

の他学会等との交流を行っている。 
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一般社団法人 

日日本本在在宅宅ケケアア学学会会  

代 表：中谷久恵／会員数：1,351人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●学術集会、市民公開講座などの開催、学会誌・ニュースメールなど

の発行 

●学会誌掲載論文を対象とした論文表彰、実践・研究助成金交付 

●在宅ケア実践ガイドライン開発 

 

一般社団法人 

日日本本在在宅宅療療養養支支援援病病院院連連絡絡協協議議会会  

代 表：鈴木邦彦／会員数：191 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●在宅療養支援病院に関する研修会の企画・運営 

●在宅療養支援病院に関する調査研究 

●在宅療養支援病院の普及・啓発活動 

 

一般社団法人 

日日本本ププラライイママリリ・・ケケアア連連合合学学会会  

代 表：草場鉄周／会員数：12,117人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●年 1 回の学術大会の開催 

●生涯教育セミナー、各ブロック支部会、支部・地区研究会活動 

●認定医・専門医制度、認定薬剤師制度、認定看護師制度 

 

 

 

 

一般社団法人 

日日本本訪訪問問リリハハビビリリテテーーシショョンン協協会会  

代 表：鈴木修／個人会員： 1,200人／法人会員： 310施設 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●教育・研修活動（学術大会・研修会の開催、認定訪問療法士の育

成および活躍機会の創出） 

●学術・調査研究活動 

●医療・介護保険制度等における政策提言および普及・啓発活動 

 

 

一般社団法人 

日日本本老老年年医医学学会会  

代 表：神﨑恒一／会員数：6,403人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●学術集会（年 1 回）・研修会・セミナーの開催、学会誌の刊行 

●専門医・指導医の認定、国内外の関連学術団体との連携 

●調査・研究の実施、研究の奨励・表彰、老年医学の普及啓発 

 

  

在宅ケアに関連する保健・医療・看護・介護・福祉等の研究者と

実践者で構成する学術研究団体として 1996 年に設立。在宅ケ

アは学際的チームによるアプローチが不可欠で、各専門性を高め

ることに加え、学際的な研究の推進や研究者と実践者の協働が

重要です。さらにケアの受け手と実践者、研究者とのパートナーシ

ップが大切です。そのための合意形成や生活者ニーズに対応す

る多職種支援の方法、科学的根拠に基づくガイドライン開発を行

っています。 

  

  

 

 

四病院団体協議会「在宅療養支援病院に関する委員会」を前身

とし、2022 年 3 月に一般社団法人日本在宅療養支病院連絡協

議会を設立いたしました。在宅療養支援病院に関する研修会を

開催し、2023 年度からは新たに研究会も発足いたしました。診療

報酬改定に向けてアンケート調査を実施し、その分析結果から在

宅療養支援病院の運営に資する提言をしていきます。 

  

 

 2010年 4月に日本プライマリ・ケア学会、日本家庭医療学会、日

本総合診療医学会が合併して設立されました。2011 年 3 月には

日本医学会への加盟が承認され、109 番目の分科会として登録

されました。多職種協働・地域包括ケア委員会、高齢者医療・在

宅医療委員会、生涯学習委員会などが在宅医療のネットワーク

化、シームレスケア、多職種協働の教育などに取り組んでいます。

2013 年には勇美記念財団の助成を得て、在宅医療推進のため

の研修会を開催しています。また、プライマリ・ケア関連職種による

災害支援組織常設化を進めており、能登半島地震支援活動も行

っています。 

  

 

 

2002 年に前身の全国訪問リハビリテーション研究会を発足、

2012 年に一般社団法人化して日本訪問リハビリテーション協会

を設立しました。訪問リハビリテーション・サービスの質向上および

人材育成・確保を目的とした「認定訪問療法士」の認定、年に 2

回の学術大会の開催（うち 1 回はリハビリ医療関連団体と共催）な

ど、訪問リハビリテーション・サービスの普及と質向上および医療・

保健・福祉の充実に寄与することを目的に活動しています。 

  

 

 

1959 年 11 月に第１回総会を開催し発足。95 年 3 月に社団法

人日本老年医学会として設立され、2013 年に一般社団法人に

移行。「老年医学に関する研究の振興及び知識の普及により老

年医学の進歩を図る」ことを目的に、幅広い事業を通じて、高齢

者の健康・福祉に関する分野の諸問題に総合的にかかわってい

ます。なかでも、調査・研究、医学部生の教育、研修医の臨床実

習、実地医家の高齢者医療研修会（地域包括ケアに関する内容

も包含）などに注力しています。 
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公益社団法人 

全全国国国国民民健健康康保保険険診診療療施施設設協協議議会会  

代 表：小野剛／会員数：762人（793施設） 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●全国国保地域医療学会（年 1 回）、地域医療現地研究会等の開催 

●臨床研修指導医講習会（年６回程度、全自病協と共催）の開催 

●施設、医師・歯科医師等が対象の地域包括医療・ケア認定制度 

 

公益社団法人 

全全日日本本病病院院協協会会  

代 表：猪口雄二／会員数：2,557病院 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●全日本病院学会（年 1 回）の開催、30 を超える研修・講習事業 

●総合医の育成、看護師特定行為研修の提供、災害時病院支援 

●日帰り人間ドック実施施設の指定、医療の質の評価・公表事業 

 

 

公益財団法人 

日日本本訪訪問問看看護護財財団団  

代 表：田村やよひ／団体会員： 3,293／個人： 1,562人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●訪問看護等在宅ケアの質の向上に関する教育等事業 

●訪問看護等在宅ケアの運営支援に関する事業 

●訪問看護等在宅ケア調査研究ならびに事業等の開発 

 

特定非営利活動法人 

日日本本ホホススピピスス緩緩和和ケケアア協協会会  

代 表：安保博文／正会員：538施設 

準会員：118施設・個人／賛助会員：21施設・個人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●緩和ケア従事者への教育支援事業 

●緩和ケアの質向上への取り組み 

●緩和ケアに関する情報公開と啓発普及活動 

 

特定非営利活動法人 

日日本本ホホススピピスス・・在在宅宅ケケアア研研究究会会  

代 表：蘆野吉和／会員数：769人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●がんを含めた在宅ケア／ホスピスケアの実践方法を研究／確立し、

普及啓発活動を行う 

●在宅ケアや高齢者介護問題での提言を行い、要配慮者への災害

時支援活動に取り組む 

●ACP を暮らし方や生き方の問題として研究し、その普及に取り組む 

 

  

1959 年「国民皆保険」の実現を受け、市町村が各地に開設した

国民健康保険診療施設（国保直診）は「予防と治療の一体的提

供」を理念に活動してきました。1961年に設立された国民健康保

険診療施設医学会は 1982 年に全国国保医学会と改め、1989

年に社団法人、2012 年からは公益社団法人として保健・医療・

介護・福祉が一体となった「地域包括医療・ケア」を実践していま

す。 

  

  

 

 

1960年に民間病院を主体とした全国組織として設立。1962年9

月に社団法人として認可、2013 年 4 月に公益社団法人として認

定されました。「全国の病院の一致協力によって病院の向上発展

とその使命遂行に必要な調査研究等の事業を行い、公衆衛生の

向上、地域社会の健全な発展に寄与することを目的とする」との

理念の下、「国民に安心・安全で質の高い医療を医療人が誇りと

達成感を持って提供できるような環境整備を行う」ために活動して

います。  

 

 1994 年財団法人日本訪問看護振興財団を設立。2012 年公益

財団法人化、訪問看護等在宅ケアの質向上に向け、多種の研修

プログラムの開発、提供、訪問看護ステーションの開設や報酬等

に関する相談事業、研究助成事業を実施しています。また、調査

研究や、全国 4 自治体で運営している訪問看護、居宅介護支

援、相談支援、療養通所介護、就労支援、放課後デイ等事業を

参考に政策提言を行います。 

 

当協会は、1991 年に設立された「全国ホスピス・緩和ケア病棟

連絡協議会」をその前身とし、2004 年より「日本ホスピス緩和ケ

ア協会」に改称して、より広い緩和ケアの普及と質の向上を目指し

て活動してきました。会員施設向けのセミナーや教育プログラム、

遺族調査によるアウトカム評価などを行い、ケアの質を高める取り

組みを進めています。また、施設の情報公開や毎年 10 月のホス

ピス緩和ケア週間を通じて、ホスピス緩和ケアが広く普及するよう

啓発活動を行っています。  

 

 「がんや在宅ケアなど今日的な医療や福祉の諸問題について専

門家と市民が同じ高さの目線で考える」ことを目的に 1992年に設

立、第 1 回の全国大会が神戸で開催されました。第 2 回（1994

年）神戸大会を機に、年 1 回、全国の主要都市で開催されていま

す。研究会は 2000 年に特定非営利活動法人となり、理事として

医師・看護師・医療ソーシャルワーカー・栄養士・介護福祉士・社

会福祉士・僧侶・市民・教育者など多彩な顔ぶれが参加していま

す。 
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日日本本在在宅宅ホホススピピスス協協会会 

代 表：小笠原文雄／会員数：530人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●年 1 回の全国大会、年 1～2 回の勉強会の開催 

●ニュースレター、会報「くとうてん」の発行 

●在宅ホスピスケアのネットワークづくり、THP の育成・認定 

 

 

 

NNPPOO  地地域域共共生生をを支支ええるる医医療療・・介介護護・・市市民民全全国国ネネッットト  

ワワーークク  

共同代表：小倉和也・亀井克典／会員数：533人 

〈〈主主なな活活動動〉〉  

●「全国の集い」（年 1 回）とその準備期間に各地でプレ大会を開催 

●全国各地の情勢に対応した地域包括ケアシステム構築の提案 

●機関紙「風の萌」の年 4 回配信による在宅・地域ケア情報の発信 

 

 

1990 年代から全国各地で在宅ホスピスケア（在宅ホスピス緩和

ケア）が実践され始めましたが、内容は千差万別でした。在宅ケア

の質を一定に保つことなどを目的に 1995 年、日本在宅ホスピス

協会を設立、1998 年に在宅ホスピスケアの基準を作成しました。

現在は多職種や患者・家族・遺族、メディアなどを含めた会員で

活動しています。質の高いケアを目指す地域緩和ケアの指針を

策定、ＴＨＰ（トータルヘルスプランナー）育成やスキルアップに取り

組んでいます。 

  

 

 

1993 年に NHK「暮らしのジャーナル」で萌気園診療所（新潟）・な

かじま診療所（大阪）・あいち診療所野並（愛知）が進める在宅医

療が紹介されたのを機に、1995 年、任意団体として「在宅ケアを

支える診療所ネットワーク」が設立されました。2002 年 9 月に特

定非営利活動法人として東京都に認可されました。2021 年 11

月に地域医療研究会と合併し、地域共生社会の実現を目指して

います。2025 年 10 月 12 日（日）～13 日（月・祝）マリカ東館・

西館（鶴岡市）にて第４回全国の集いを開催予定です。 
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（50音順） 

社員団体（正会員） 

一般社団法人 全国在宅療養支援医協会 

一般社団法人 全国在宅療養支援歯科診療所連絡会 

一般社団法人 全国訪問看護事業協会 

一般社団法人 全国ホームホスピス協会 

一般社団法人 全国薬剤師・在宅療養支援連絡会 

一般社団法人 日本介護支援専門員協会 

一般社団法人 日本ケアマネジメント学会 

一般社団法人 日本在宅医療連合学会 

一般社団法人 日本在宅栄養管理学会 

一般社団法人 日本在宅看護学会 

一般社団法人 日本在宅ケア学会 

一般社団法人 日本在宅療養支援病院連絡協議会 

一般社団法人 日本プライマリ・ケア連合学会 

一般社団法人 日本訪問リハビリテーション協会 

一般社団法人 日本老年医学会 

公益社団法人 全国国民健康保険診療施設協議会 

公益社団法人 全日本病院協会 

公益財団法人 日本訪問看護財団 

特定非営利活動法人 日本ホスピス緩和ケア協会 

特定非営利活動法人 日本ホスピス・在宅ケア研究会 

日本在宅ホスピス協会 

NPO 地域共生を支える医療・介護・市民全国ネットワーク 

 

 

賛助会員 

医療法人心の郷 穂波の郷 クリニック 

株式会社 大塚製薬工場 

東邦薬品 株式会社 

医療法人 在宅サポートながさきクリニック 

一般社団法人 全国介護事業者連盟 

公益社団法人 日本理学療法士協会 

マルホ 株式会社 

アボットジャパン 合同会社 

Meiji Seika ファルマ 株式会社 

一般社団法人 日本生活期リハビリテーション医学会 

 

一般社団法人 日本作業療法士協会 

株式会社 クリニコ 

医療法人 あい友会 

公益社団法人 日本医療ソーシャルワーカー協会 

一般社団法人 日本言語聴覚士協会 

株式会社 ワイズマン 

JSR 株式会社 

NPO 法人 訪問ボランティアナースの会 キャンナス 

株式会社 ワンダーラボラトリー 

テルモ株式会社 
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19



 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告  

ブロックフォーラム 

 
  

ああななたたのの地地域域のの在在宅宅医医療療、、どどううななるる？？どどううすするる？？    
 
 
 
 
 
【趣旨】 

ブロックフォーラムは、毎年全国 7 ブロックで、在宅ケアに関わる医療・介護・福祉に従事する多職

種のみならず、行政職員や市民も一堂に会した在宅ケアについて考える場として、在宅医療助成勇美記

念財団共催で開催され、その報告を当フォーラムで行ってきました。今回は、2023 年度に開催された

都道府県のブロックフォーラムの中から、＜新規性＞＜独創性＞＜継続性＞＜市民参加＞＜医師会参加

＞＜多職種参加＞＜行政参加＞などの様々な要素をもとに、3 地域を選抜し、その開催報告をお願いし

ました。また、その後に「あなたの地域の在宅医療、どうなる、どうする？」というテーマで各地域で

の実情をふまえたディスカッションを行いますのでご期待下さい。 
 
 
 
 
【【演演者者】】  
・・ブブロロッッククフフォォーーララムム開開催催地地域域のの紹紹介介    島島田田  潔潔（（在在宅宅療療養養支支援援医医協協会会  事事務務局局長長））  

  
・・ブブロロッッククフフォォーーララムム開開催催報報告告  北北海海道道札札幌幌：：飯飯田田  智智哉哉（（巡巡るる診診療療所所  院院長長）） 

滋滋賀賀県県：：    西西山山  順順博博（（医医療療法法人人西西山山医医院院  院院長長））  
沖沖縄縄県県：：    長長野野  宏宏昭昭（（いいききががいい在在宅宅ククリリニニッックク  院院長長）） 
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【【司司会会】】太太田田  秀秀樹樹（（全全国国在在宅宅療療養養支支援援医医協協会会  事事務務総総長長））  
 

Profile おおた・ひでき 
  
略歴 1979 年、日本大学医学部卒業、麻酔科にて研修医。自治医科大学大学院修

了後、同大整形外科医局長、専任講師を経て、1992 年、在宅医療を旗印におや

ま城北クリニック（栃県）開設。現在、隣接する栃木市、結城市（茨城県）に在

宅療養支援診療所を運営。機能強化型在宅療養支援診療所として在宅医療に取り

組む。 

 
資格・公職等 医学博士、整形外科専門医、麻酔科標榜医、介護支援専門員。日

本在宅医学会監事、全国知事会先進政策頭脳センター委員、在宅ケアネットワー

ク・とちぎ世話人、全国在宅療養支援医協会事務総長、日本在宅ケアアライアン

ス事務局長、など。 

 
主な著書等 『在宅医療 治し支える医療の概念と実践』（編集・執筆、中央法規）、

『「終活」としての在宅医療 ～かかりつけ医で人生が変わる～』（かもがわ出版）、

『家で天寿を全うする⽅法』（さくら舎）、『地域包括ケアシステム』（専門編集委

員、中山書店）、『これからの在宅医療指針と実務』（編集委員、グリーンプレス）。 

 
 
 
【【司司会会】】蘆蘆野野  吉吉和和（（日日本本ホホススピピスス・・在在宅宅ケケアア研研究究会会  理理事事長長））  
 

Profile あしの・よしかず 

 
略歴 1978 年、東北大学医学部卒。1985 年、福島労災病院外科部長。2005 年、

十和田市立中央病院院長・事業管理者。2013 年、青森県立中央病院医療管理監。

2014 年、社会医療法人北斗地域包括ケア推進センター長等。2020 年より山形県

庄内保健所所長。 

 
資格・公職等 NPO 法人日本ホスピス・在宅ケア研究会理事長（2016 年～）、一

般社団法人日本在宅医療連合学会代表理事会長（2019～2021 年）一般社団法人

日本在宅ケアアライアンス業務執行理事（2020 年～）。 

 
主な著書等 『在宅医療 治し支える医療の概念と実践』（編集・執筆、中央法規）。 
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【【司司会会】】太太田田  秀秀樹樹（（全全国国在在宅宅療療養養支支援援医医協協会会  事事務務総総長長））  
 

Profile おおた・ひでき 
  
略歴 1979 年、日本大学医学部卒業、麻酔科にて研修医。自治医科大学大学院修

了後、同大整形外科医局長、専任講師を経て、1992 年、在宅医療を旗印におや

ま城北クリニック（栃県）開設。現在、隣接する栃木市、結城市（茨城県）に在

宅療養支援診療所を運営。機能強化型在宅療養支援診療所として在宅医療に取り

組む。 

 
資格・公職等 医学博士、整形外科専門医、麻酔科標榜医、介護支援専門員。日

本在宅医学会監事、全国知事会先進政策頭脳センター委員、在宅ケアネットワー

ク・とちぎ世話人、全国在宅療養支援医協会事務総長、日本在宅ケアアライアン

ス事務局長、など。 

 
主な著書等 『在宅医療 治し支える医療の概念と実践』（編集・執筆、中央法規）、

『「終活」としての在宅医療 ～かかりつけ医で人生が変わる～』（かもがわ出版）、

『家で天寿を全うする⽅法』（さくら舎）、『地域包括ケアシステム』（専門編集委

員、中山書店）、『これからの在宅医療指針と実務』（編集委員、グリーンプレス）。 

 
 
 
【【司司会会】】蘆蘆野野  吉吉和和（（日日本本ホホススピピスス・・在在宅宅ケケアア研研究究会会  理理事事長長））  
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十和田市立中央病院院長・事業管理者。2013 年、青森県立中央病院医療管理監。

2014 年、社会医療法人北斗地域包括ケア推進センター長等。2020 年より山形県

庄内保健所所長。 

 
資格・公職等 NPO 法人日本ホスピス・在宅ケア研究会理事長（2016 年～）、一

般社団法人日本在宅医療連合学会代表理事会長（2019～2021 年）一般社団法人

日本在宅ケアアライアンス業務執行理事（2020 年～）。 

 
主な著書等 『在宅医療 治し支える医療の概念と実践』（編集・執筆、中央法規）。 
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ブブロロッッククフフォォーーララムム  開開催催地地域域ののごご紹紹介介  
 
 
 
 
  
【【演演者者】】島島田田  潔潔（（全全国国在在宅宅療療養養支支援援医医協協会会  事事務務局局長長））  
 

Profile しまだ・きよし 

 
略歴 1994 年、帝京大学医学部卒、東京大学附属病院 内科研修医。1996 年、東

京大学医学部第四内科入局、板橋区役所前診療所開設、院長。2017 年、在宅医療

政治連盟設立、会長。 

 
資格・公職等 全国国民年金基金 理事・代議員、在宅医療政治連盟 会長、一般

社団法人日本在宅救急医学会 理事、一般社団法人全国在宅療養支援医協会 事務

局長、厚生労働省 「オンライン診療の適切な実施に関する指針の見直しに関する

検討会」専門委員。 

 
主な著書等 『誰もやらないのなら医者の私がやります』（平成出版） 
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【【演演者者】】島島田田  潔潔（（全全国国在在宅宅療療養養支支援援医医協協会会  事事務務局局長長））  
 

Profile しまだ・きよし 

 
略歴 1994 年、帝京大学医学部卒、東京大学附属病院 内科研修医。1996 年、東

京大学医学部第四内科入局、板橋区役所前診療所開設、院長。2017 年、在宅医療

政治連盟設立、会長。 

 
資格・公職等 全国国民年金基金 理事・代議員、在宅医療政治連盟 会長、一般

社団法人日本在宅救急医学会 理事、一般社団法人全国在宅療養支援医協会 事務

局長、厚生労働省 「オンライン診療の適切な実施に関する指針の見直しに関する

検討会」専門委員。 

 
主な著書等 『誰もやらないのなら医者の私がやります』（平成出版） 
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北海道札幌   

ブブロロッッククフフォォーーララムム開開催催報報告告  ＠＠北北海海道道札札幌幌  
 
 
 
 
 
  
【【演演者者】】飯飯田田  智智哉哉（（巡巡るる診診療療所所  院院長長））  
 

Profile いいだ・ともや 

 
略歴 2010 年、札幌医科大学医学部医学科卒業、札幌医科大学第一内科入局。北

海道内の大学附属病院、市中総合病院などで内科医・消化器内科医として勤務。

2015 年、札幌医科大学大学院入学。2017 年、日本学術振興会特別研究員（DC2）。

2019 年、札幌医科大学大学院卒業。2020 年、札幌在宅クリニックそよ風入職。

2021 年、札幌在宅クリニックそよ風院長。2024 年、巡る診療所院長。 

 
資格・公職等 医学博士、日本在宅医療連合学会 在宅医療認定専門医・指導医、

日本緩和医療学会 緩和医療認定医、日本内科学会 認定医・総合内科専門医、日

本消化器病学会 消化器病専門医・指導医。日本在宅医療連合学会 研究委員会委

員・次世代委員会委員、日本ホスピス緩和ケア協会 北海道支部役員、日本死の臨

床研究会 北海道支部世話人、北海道在宅ケア連絡会 幹事、札幌市在宅医療協議

会 幹事・事業部副部長。 
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ブブロロッッククフフォォーーララムム開開催催報報告告  ＠＠北北海海道道札札幌幌  
 
 
 
 
 
  
【【演演者者】】飯飯田田  智智哉哉（（巡巡るる診診療療所所  院院長長））  
 

Profile いいだ・ともや 

 
略歴 2010 年、札幌医科大学医学部医学科卒業、札幌医科大学第一内科入局。北

海道内の大学附属病院、市中総合病院などで内科医・消化器内科医として勤務。

2015 年、札幌医科大学大学院入学。2017 年、日本学術振興会特別研究員（DC2）。

2019 年、札幌医科大学大学院卒業。2020 年、札幌在宅クリニックそよ風入職。

2021 年、札幌在宅クリニックそよ風院長。2024 年、巡る診療所院長。 

 
資格・公職等 医学博士、日本在宅医療連合学会 在宅医療認定専門医・指導医、

日本緩和医療学会 緩和医療認定医、日本内科学会 認定医・総合内科専門医、日

本消化器病学会 消化器病専門医・指導医。日本在宅医療連合学会 研究委員会委

員・次世代委員会委員、日本ホスピス緩和ケア協会 北海道支部役員、日本死の臨

床研究会 北海道支部世話人、北海道在宅ケア連絡会 幹事、札幌市在宅医療協議

会 幹事・事業部副部長。 

 

  

28



 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

１ 

２ 

29

 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

１ 

２ 

29



 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

３ 

４ 

30

 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

３ 

４ 

30



 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

５ 

６ 

31

 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

５ 

６ 

31



 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

７ 

８ 

32

 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

７ 

８ 

32



 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

９ 

10 

33

 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

９ 

10 

33



 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

12 

11 

34

 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

12 

11 

34



 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

14 

13 

35

 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 

 

 

 

 

 
  

14 

13 

35



 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 
 
  

15 

36

 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

 
 
  

15 

36



 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

37

 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
北
海
道
札
幌  

 

37



 

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム  

開
催
報
告
・
滋
賀
県  

ブロックフォーラム開催報告 

 
滋賀県    第 2 回滋賀県在宅医療推進フォーラム 

人人生生会会議議がが気気軽軽にに開開催催ででききるる滋滋賀賀をを目目指指ししてて  
 
 
 
 
 
  
【【演演者者】】西西山山  順順博博（（医医療療法法人人西西山山医医院院  院院長長））  

 
Profile にしやま・よりひろ 

 
略歴 1994 年、近畿大学医学部卒、滋賀医科大学医学部附属病院医員（研修医）。

1996 年、公立甲賀病院医員（内科）。1998 年、滋賀医科大学医学部附属病院医員

（消化器・血液内科）。2002 年、大津市民病院副医長（消化器内科）。2004 年、

同医長。2007 年、医療法人西山医院副院長。2010 年、同院長。2012 年、チーム

大津京結成。2016 年、医療法人西山医院理事長・院長。社会医療法人誠光会 淡

海医療センター 非常勤医師、医療法人明和会琵琶湖病院非常勤医師。にしやまス

マイルクリニック 非常勤医師。社会福祉法人滋賀同人会 大津老人ホーム 嘱託医。

近畿大学（医学部）非常勤教員。 

 
資格・公職等 滋賀県医師会 代議員、大津市医師会 理事（学術部部長 兼 在宅

療養推進部副部長）。 

 
主な著書等 『緩和医療・終末期ケア（スーパー総合医）』（分担執筆、中山書店）、

『看護の現場ですぐに役立つ 胃ろうケアのキホン（第 2 版）』（秀和システム）、

『サイ五郎さんちの人生会議 ～自分らしい最期を迎えるための絵本～』（日本医

療企画） 
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マイルクリニック 非常勤医師。社会福祉法人滋賀同人会 大津老人ホーム 嘱託医。
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主な著書等 『緩和医療・終末期ケア（スーパー総合医）』（分担執筆、中山書店）、

『看護の現場ですぐに役立つ 胃ろうケアのキホン（第 2 版）』（秀和システム）、

『サイ五郎さんちの人生会議 ～自分らしい最期を迎えるための絵本～』（日本医

療企画） 
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沖縄県   

沖沖縄縄県県在在宅宅医医療療推推進進フフォォーーララムム  開開催催報報告告  
 
 
 
 
  
【【演演者者】】長長野野  宏宏昭昭（（いいききががいい在在宅宅ククリリニニッックク  院院長長））  
 

Profile ながの・ひろあき 

 
略歴 2006 年、岡山大学医学部卒。同年、大阪赤十字病院で初期研修。2008 年、

神戸大学病院医学部付属病総合内科にて後期研修。2009 年、大阪赤十字病院呼吸

器内科医師。2012 年、沖縄県立中部病院呼吸器内科医師。2013 年、高山義浩医

師らと共に地域ケア科を創設。2018 年、ハワイ・沖縄医学教育フェローシップ フ

ェロー。2020 年、沖縄県立中部病院呼吸器内科・地域ケア科医長。2021 年、NPO

法人いきがい LABO 共同代表理事。2023 年、いきがい在宅クリニック院長、沖

縄県立中部病院呼吸器内科医師、琉球大学医学部医学科非常勤講師。2024 年、シ

ェアハウス型在宅ホスピス「いきがいの家」開設。呼吸器内科医として新型コロ

ナウイルスと戦いながら、地域ケア科医師として、癌の終末期の方を中心に訪問

診療、往診、在宅看取りを 10 年以上行っている。また、エンドオブライフ・ケア

（ELC）沖縄代表として、沖縄中部エリアを中心に折れない心を育てるいのちの

授業、援助を言葉にする学習会を精力的に行っている。活動を通して、職種や立

場を超えた支え合いの輪を広げ、あらゆる人が苦しみを抱えながらも穏やかに暮

らすことのできる地域社会の創造を目指している。近年では後進の育成に力を注

いでおり、2023 年 5 月には琉球大学医学部サークル「ヨリドコロ」を創設。対話

を通して大切な人や自分自身の心のケアができる人材を育成している。 

 
資格・公職等 日本呼吸器内科学会専門医・指導医、日本内科学会総合内科専門

医、日本結核病学会認定医、がん治療認定医、日本在宅医療連合学会評議員。エ

ンドオブライフ・ケア協会認定ファシリテーター・援助士・いのちの授業認定講

師、ハワイ・沖縄医学教育フェローシップ フェロー、一般社団法人沖縄往診サポ

ート OHS 理事、NPO 法人いきがい LABO 共同代表理事、沖縄県中部地区医師

会監事。 
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勇勇美美（（ゆゆううみみ））賞賞授授賞賞式式  
 
 
 

勇勇美美（（ゆゆううみみ））賞賞ににつついいてて  
2014 年度以降の「在宅医療推進のための調査研究等への助成」の採択者

を対象に、提出された報告書や成果物等を研究成果物評価委員会で評価し、

優れた調査研究に対して「勇美賞」を授与しています。 
 
 

●●選選考考対対象象  
「在宅医療推進のための調査研究等への助成」について、通常助成期間内に成果物を提出し、

終了したもの。 
 
●●選選考考基基準準  
在宅医療に関する研究でかつ、以下の基準において優れているもの。 
①発想・着眼点、独自性・独創性 
②実現性、実行可能性 
③普及性・有効性 
④研究方法の妥当性（倫理性を含む） 
 

●●委委員員  
（委員長）石垣泰則 医療法人悠輝会コーラルクリニック 院長 

梅垣宏行 名古屋大学大学院医学系研究科 
地域在宅医療学・老年科学 教授 

木村琢磨 東京科学大学大学院医歯学総合研究科 
介護・在宅医療連携システム開発学講座 教授 

森 清  社会医療法人財団大和会東大和ホームケアクリニック 
在宅サポートセンター センター長 

山中 崇 東京大学大学院医学系研究科在宅医療学講座 特任教授 
若林秀隆 東京女子医科大学病院リハビリテーション科 教授 

 
 
 
 
 

受賞者の研究成果物はホームページにてご確認いただけます。 
https: // www.yuumi.or.jp/jyosei/yuumi-award/ 
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勇美賞受賞者（2019～2020 年度） 
【2019 年度】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【2020 年度】  
 
 
 
 
 
  

NNoo..  氏氏    名名  研研  究究  テテ  ーー  ママ    //    所所  属属  

1 笠井 由美子 

NICU退院児の母親へのピアサポートプログラムの効果 

川崎市立看護大学 講師 

2 倉田 慶子 

在宅で重度心身障害者と共に生きる母親の移行理論に基づいたアドバン

ス・ライフ・プランニング概念モデルの開発 

湘南医療大学保健医療学部看護学科 教授 

3 髙橋 芙沙子 

高齢者向け住宅や施設の介護職が感じる「住まい移行期」にある認知症高齢者

へのケア提供時の困難感と、施設特性および多職種からの支援体制との関連 

関西医科大学看護学部 講師 

4 三宅 一代 

災害遭遇時に在宅重症児の生活適応を促進する支援に関する研究 

兵庫県立大学看護学部 准教授 

5 村上  学 

シームレスな医学教育で在宅医志向の医学生を育成するためのキャリア

パスに関する探索的研究 

北海道大学大学院医学研究院医学教育・国際交流推進センター 准教授 

6 吉澤 康平 

在宅脳卒中患者に対する新たな転倒予測の検討 

社会福祉法人聖隷福祉事業団 浜松市リハビリテーション病院 

理学療法士 

 

NNoo..  氏氏    名名  研研  究究  テテ  ーー  ママ    //    所所  属属  

1 篠原 直孝 

自宅退院後の生活環境の変化が地域高齢者の生活範囲に及ぼす影響 

独立行政法人地域医療機能推進機構 東京新宿メディカルセンター  

理学療法士 

2 千々岩 友子 

在宅医療における「死にたい気持ち」がある利用者への一般訪問看護師の

看護実践の解明 

福岡国際医療福祉大学看護学部看護学科 教授 

3 宮本 恭子 

中山間地域における「8050(はちまるごうまる)世帯」の生活問題と高齢の

親の在宅ケアの実態調査 

島根大学法文学部法経学科 教授 

4 山口 みなみ 

医療的ケア児の母親の育児ストレスに関連する要因 

IQVIA ソリューションズジャパン合同会社 

リアルワールドデータコンサルティング 
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5 村上  学 

シームレスな医学教育で在宅医志向の医学生を育成するためのキャリア

パスに関する探索的研究 

北海道大学大学院医学研究院医学教育・国際交流推進センター 准教授 

6 吉澤 康平 

在宅脳卒中患者に対する新たな転倒予測の検討 

社会福祉法人聖隷福祉事業団 浜松市リハビリテーション病院 

理学療法士 

 

NNoo..  氏氏    名名  研研  究究  テテ  ーー  ママ    //    所所  属属  

1 篠原 直孝 

自宅退院後の生活環境の変化が地域高齢者の生活範囲に及ぼす影響 

独立行政法人地域医療機能推進機構 東京新宿メディカルセンター  

理学療法士 

2 千々岩 友子 

在宅医療における「死にたい気持ち」がある利用者への一般訪問看護師の

看護実践の解明 

福岡国際医療福祉大学看護学部看護学科 教授 

3 宮本 恭子 

中山間地域における「8050(はちまるごうまる)世帯」の生活問題と高齢の

親の在宅ケアの実態調査 

島根大学法文学部法経学科 教授 

4 山口 みなみ 

医療的ケア児の母親の育児ストレスに関連する要因 

IQVIA ソリューションズジャパン合同会社 

リアルワールドデータコンサルティング 
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基調講演１ 

 

今今ここそそ考考ええるる在在宅宅医医療療のの姿姿 
             ～～ここここままででのの歴歴史史とと現現在在地地そそししてて未未来来へへ～～ 

                  武武田田 俊俊彦彦 
 
 
 
【趣旨】 

我が国の在宅医療は、個々の志のある医師、医療機関によって始められ、制度によって位置付けられ

つつ普及、拡大が図られてきた。今や、地域医療計画や今後の医療介護の姿においても在宅医療は必須

の柱として位置付けられるに至っている。 
 この間、診療報酬上の評価の充実など、国による各種の促進政策もあり、在宅診療に取り組む医療機

関も増加し、在宅医療に不可欠な存在である訪問看護も全国に広がっている。新型コロナウイルス感染

症の感染拡大期にあっても、在宅医療が命を救う役割を持ちうることが実証され、入院医療が担った機

能について担うことが期待されていくだろう。 
 しかし、経済的評価の充実が先行し、在宅医療の理念が置き去りにされることについての懸念は、か

つてないほど高まっているのではないか。このままこの流れに従っていいのか、それとももう一度ある

べき在宅医療の姿を求めて社会に実装させていく必要があるのか。これが、「どうなる、どうする在宅

医療」という今回の在宅医療推進フォーラムのメインテーマである。 
 先人の語る理念、制度の陥った不備、などにも思いを致し、私たちが向かうべき姿を参加の方々と共

に考えることにより、今後の在宅ケア展開のムーブメントにつなげることが出来れば幸いである。 
 
 
 

    

２３ ８１ 
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【【演演者者】】武武田田  俊俊彦彦（（日日本本在在宅宅ケケアアアアラライイアアンンスス  副副理理事事長長））  
 

Profile たけだ・としひこ 

 
略歴 1959 年、岩手県出身。1983 年、東京大学法学部卒、厚生省入省。大蔵省

主計局、ジェトロ・ニューヨーク事務所、北海道庁への出向などを経て、1999 年

に厚生大臣秘書官、2000 年に医政局企画官。以後、主に医療分野を担当し、医政

局経済課長として医薬品産業を所管、同政策医療課長として国立病院等を所管す

るとともに、在宅医療も所管した。また、保険局医療課保険医療企画調査室長、

国民健康保険課長、同総務課長として医療保険制度の企画運営も担当。その後、

社会保障担当参事官、総務省出向（消防庁審議官）を経て、官房審議官（医療保

険担当）、政策統括官（社会保障担当）、医薬・生活衛生局長、医政局長を歴任し、

医政局長を最後に 2018 年退官。2019 年に厚生労働省政策参与、2023 年 9 月に

内閣官房健康・医療戦略室政策参与に任命された。現在、内閣官房政策参与のほ

か、岩手医科大学医学部客員教授、ボストンコンサルティンググループ シニア・

アドバイザー、西村あさひ法律事務所顧問、株式会社麻生監査役、一般社団法人

日本在宅ケアアライアンス副理事長なども務めている。 

 
 
【【座座長長】】荒荒井井  秀秀典典（（国国立立長長寿寿医医療療研研究究セセンンタターー  理理事事長長））  
 

Profile あらい・ひでのり 
 
略歴 1984 年、京都大学医学部卒業。1991 年、京都大学大学院医学研究科博士

課程修了。2003 年より京都大学大学院医学研究科加齢医学講師。2009 年 4 月よ

り京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻教授。2015 年 1 月より国立長寿

医療研究センター副院長、4 月より老年学・社会科学研究センター長兼務（2019

年 3 月まで）。2018 年 4 月より同病院長。2019 年 4 月より同理事長。専門は老年

医学、フレイル、サルコペニア、認知症、動脈硬化。 

 
資格・公職等 医学博士。日本老年学会理事長、日本サルコペニア・フレイル学

会代表理事、日本老年医学会理事・代議員、日本動脈硬化学会理事・評議員、日

本老年薬学会理事、日本脆弱性骨折ネットワーク理事。日本学術会議会員（第 25・

26 期、第 2 部）、長寿科学研究振興財団理事、小野医学研究財団評議員、興和生

命科学財団評議員、杉浦記念財団評議員。 

 
主な著書等 『40 歳からの健康年表～10 年後こんな病気が待っている～』（荒井

秀典編／文芸新書）  
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包包括括的的居居住住支支援援ににおおけけるる在在宅宅ケケアア 
～～「「住住ままうう」」ここととをを支支ええるる様様々々なな「「ケケアアののあありり方方」」ににつついいてて  

                  高高橋橋 紘紘士士 
 
 
 
【趣旨】 

「治し 支える 在宅医療」が望ましいかたちで、実現するためには、在宅での尊厳ある生活を継続

するために貢献しうる条件を検討することが必要である。さらに多様な在宅ケア及び支援と協調する必

要があるのはいうまでもない。 

さらに、「在宅」での「居住の内実」のあり方が問われる。このような条件が整わないので病院利用、

施設利用、病院もどきの集合住宅に依存せざるを得ない状況がある。そのうえ、本来の医療や看護の倫

理、そして利用者の尊厳にもとるような利益至上の事業も現れており、望ましい在宅ケアと在宅医療（看

護、介護、福祉）の確立、地域居住確立のための条件について考察する。 

 
  
【【演演者者】】高高橋橋  紘紘士士（（元元高高齢齢者者住住宅宅財財団団  理理事事長長））  
 

Profile たかはし・ひろし 

 
略歴 特殊法人社会保障研究所研究員、法政大学、立教大学大学院、国際医療福

祉大学大学院、東京通信大学で教職。この間、全国社会福祉協議会研究情報セン

ター所長、社会福祉医療事業団（現福祉医療機構）理事、公益社団法人有料老人

ホーム協会理事などを歴任。2012 年より 2018 年まで一般財団法人高齢者住宅財

団理事長。現在、一般社団法人全国ホームホスピス協会理事、一般社団法人高齢

者住宅協会、一般社団法人全国日常生活支援住居施設協議会、一般社団法人全国

居住支援法人協議会などの顧問、杉浦記念財団、車輌競技記念財団などの役員ほ

か、国交省住宅局でモデル事業審査会会長など。さらに、高齢者介護研究会や地

域包括ケアケア研究会（厚労省老健局）など厚労省・国交省関係の審議会、検討

会の構成員を務める。このほか、東京都で社会福祉審議会委員長、障害者施策推

進会議会長を務めるなど、多くの自治体でも検討会などに参画。 

 

主な著書等 『地域包括ケアシステム』（編著、オーム社）、『地域連携論』（共著、

オーム社）、『地域包括ケア時代の地域包括支援センター』（編著、オーム社）、『地

域包括ケアを現場で語る』（編著、木星舎）、ほか。 
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【【座座長長】】飯飯島島  勝勝矢矢（（東東京京大大学学高高齢齢社社会会総総合合研研究究機機構構  機機構構長長・・未未来来ビビジジョョンン研研究究セセンンタターー  教教授授））  
 

Profile いいじま・かつや 

 
略歴 1990 年、東京慈恵会医科大学卒。千葉大学医学部附属病院循環器内科、東

京大学大学院医学系研究科加齢医学講座 助手・同講師、米国スタンフォード大学

医学部研究員を経て、2016 年より東京大学高齢社会総合研究機構教授。2020 年

より同研究機構教授・機構長、および未来ビジョン研究センター教授。2022 年、 遠

山椿吉賞（第 7 回健康予防医療賞）受賞。 

 
資格・公職等 医学博士。専門は老年医学、老年学（ジェロントロジー：総合老

年学）、特に健康長寿実現に向けた超高齢社会のまちづくり、地域包括ケアシステ

ム構築、フレイル予防研究、在宅医療介護連携推進と多職種連携教育。内閣府「高

齢社会対策大綱の策定のための検討会」構成員、内閣府「一億総活躍国民会議」有

識者民間議員、厚生労働省「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に関す

る有識者会議」構成員、厚生労働省「国民健康・栄養調査企画解析検討会」構成

員、厚生労働省「安全で安心な店舗・施設づくり推進運動の広報及び運動習慣定

着支援等事業」企画検討会 構成員、厚生労働省「全国在宅医療会議」構成員、日

本学術会議「老化分科会」「高齢者の健康分科会」ボードメンバー。 

 
主な著書等  『在宅時代の落とし穴   今日からできるフレイル対策』

（KADOKAWA）、『地域包括ケアのまちづくり  老いても安心して住み続けられ

る地域を目指す総合的な試み』（共著、東大出版会）、『東大が調べてわかった衰え

ない人の生活習慣』（KADOKAWA）、『健康長寿 鍵は“フレイル”予防 ～自分

でできる３つのツボ～』（クリエイツかもがわ）、『老いることの意味を問い直す ～

フレイルに立ち向かう～』（クリエイツかもがわ）、『オーラルフレイル Q＆A－口

からはじまる健康長寿－』（共著、医学情報社）、『マンガでわかるオーラルフレイ

ル』（共著、主婦の友社）。  
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暮暮ららししのの中中でで逝逝くくとといいううこことと 

                市市原原 美美穂穂 
 
 
 
【趣旨】 
2004 年に地域の民家を借りて開設した「ホームホスピスかあさんの家」は、20 年を経て、この仕組

みは全国に広がり、現在 67 軒になっています。ホームホスピスは最期を看取る家ではなく、その時が

来るまで暮らしの中で生ききる、そのプロセスの結果として死があると考えています。 
朝目覚めてカーテンを開けると陽光が差し込んでくる、台所でつくる夕食の匂いが漂ってくる、そん

な自宅にいるような環境の中で日々の生活を営むことが暮らすということなのだと考えます。30 人、

60 人という単位のグループで病棟のような場所で暮らすのではなく、ホームホスピスでは、5 人から 6
人の少人数のグループで、家族のように友達のように暮らせるように、住まいとケアを整えてきました。

ここでは社会の一員として肯定され、自分の居場所がそこにあると確信できると、生きようとする力が

引き出されてくる、暮らしの中にスピリチュアリティがあると考えています。 
人は人とのつながりの中で生きて、そして誰もが必ず旅立ちの日を迎えます。どんな病気を抱えてい

ても医療的な依存度が高くても、人として尊重されたいと願っています。そんなホームホスピスの基本

理念をお伝えできればと思います。 
 
 
  
【【演演者者】】市市原原  美美穂穂（（全全国国ホホーームムホホススピピスス協協会会  理理事事長長））  
 

Profile いちはら・みほ 

 
略歴 1998 年、任意団体として「ホームホスピス宮崎」設立に参画。2002 年、

特定非営利活動法人ホームホスピス宮崎理事長就任。2004 年、「かあさんの家」

開設。翌年「訪問介護ステーションぱりおん」開設。現在、宮崎市内に「ホーム

ホスピスかあさんの家」3 軒を運営する。2015 年、「暮らしの保健室」「訪問看護

ステーションぱりおん」開設。2015 年、認定 NPO 法人に認証、一般社団法人全

国ホームホスピス協会発足、理事長に就任。2021 年、在宅総合支援「HALE た

ちばな」（医療・介護・障がい福祉）開設、「みつばち診療所」（小児科・内科・在

宅医療）開設、共生型短期入所 LeiLei、日中一時支援 ohana 開設。2024 年、相

談支援事業所（児童福祉）luana 開設。 
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資格・公職等 認定特定非営利活動法人ホームホスピス宮崎・理事長、一般社団

法人全国ホームホスピス協会・理事長。2008 年「社会貢献者賞」（社会貢献支援

財団）、2009 年「新しい医療のかたち賞」（医療の質・安全学会）、2015 年「保健

文化賞」(第一生命・厚労省)、「毎日社会福祉顕彰」(毎日新聞社)、2018 年 「エ

クセレント NPO 大賞」（言論 NPO）。 

 

主な著書等 『ホームホスピス「かあさんの家」のつくり方 ～ひとり暮らしから、

とも暮らしへ～』(図書出版木星舎）、『暮らしの中で逝く その〈理念〉について』

(図書出版木星舎）、『地域包括ケアシステム』（共著、オーム社）、ほか。 

 
 
 
【【指指定定発発言言】】岡岡本本  峰峰子子（（朝朝日日新新聞聞パパブブリリッッククエエデディィタターー））  

 
Profile おかもと・みねこ 

 
略歴 1989 年、慶應義塾大学法学部政治学科卒、朝日新聞入社（記者職）。石川

県、滋賀県で駆け出し時代を送り、大阪社会部で人権問題や教育、大阪市政など

を取材。東京本社に異動した 99 年から厚生省（厚生労働省）を担当。臓器移植や

医療事故を追い、医療・介護制度などの政策立案過程を取材するうちに、医療が

本来目指すべき姿に関心を持つように。以後、厚労省の記者クラブと本社遊軍チ

ームを行き来しながら、とくに人生最終章のケア、地域ケアなどをテーマにすえ

る。後に、論説委員（社会保障担当）として社説を執筆。ほかに人事部採用担当

部長、編集局長補佐、仙台総局長なども務め、近年は記事コンテンツを統括した

り、人事労務を含めたマネジメントをしたりする管理業務が多い。現職のパブリ

ックエディター（PE）には 2023 年 9 月着任。PE 制度は、読者との信頼構築を

目指して 2015 年に新設した、いわば〝オンブズパーソン〟。社外有識者に委任

した PE3 人とともに、ほぼ毎週会議を持ちながら、読者や社外からの評価を踏ま

えて朝日新聞の報道内容を点検し、編集部門に説明や改善を求める活動をしてい

る。 

 
資格・公職等 順天堂大学大学院（医科学研究科）修士課程修了（2015 年）、東

京大学医療政策人材養成講座修了（2008 年）、東京大学生命・医療倫理教育研究

センター（CBEL）入門講座修了（2009 年）、東京大学生命・医療倫理教育研究

センター（CBEL）応用講座修了（2016 年）、福岡県「在宅ホスピスボランティ

ア養成講座」受講（2019 年度）。 
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どどううななるる  どどううすするる  終終のの棲棲家家  
 
 
 
 
 
 
【趣旨】 

今回のパネルディスカッションでは、「どうなる どうする 終の棲家」をテーマとして、「すまい」

に焦点をあて、現状と今後のありたい姿について一緒に考えたいと思います。 
最晩年まで、できれば穏やかな環境で、住み慣れた地域で暮らし続けたいと思っている人は多いと考

えます。すでに、その願いを叶えるために様々な仕組みを考え、その実現のため尽力している個人や団

体があり、また、様々な理由で入所した方々の「最後まで地域で暮らす」を叶える高齢者施設も増えつ

つあり、制度的な枠組み（施設の看取り加算や看護小規模多機能型居宅介護など）もあります。しかし、

その一方で、本人の願いの有無に関わらず最期は病院に搬送する施設も少なくなく、また、医師の高齢

化などで地域の医療機関が少なくなり、自宅で暮らし続けたいと希望していても、訪問診療を受けるこ

とができない地域も増えています。これは、能登半島などの被災地の現実でもあります。 
パネルディスカッションでは、「住み慣れた地域で人生の最後まで、自分らしい暮らしを続けること

ができる仕組み」（「社会保障制度改革国民会議最終報告書 2013 年 8 月」より抜粋）について、現状と

課題、これから〈どうする〉かについてパネリストの方々から話題提供していただきます。 
 
 
 
 

【【パパネネリリスストト】】    

笹笹井井      肇肇  （（武武蔵蔵野野市市  前前副副市市長長））  

早早川川  貴貴裕裕  （（栃栃木木県県保保健健福福祉祉部部医医療療政政策策課課  主主幹幹））  

小小島島  美美里里    （（NNPPOO暮暮ららししネネッットト・・ええんん  代代表表理理事事））  

習習田田  由由美美子子（（厚厚生生労労働働省省医医政政局局看看護護課課  課課長長））  

時時田田  佳佳代代子子（（社社会会福福祉祉法法人人小小田田原原福福祉祉会会  理理事事長長）） 
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【【座座長長】】宮宮武武      剛剛（（在在宅宅医医療療助助成成    勇勇美美記記念念財財団団    理理事事））  
 

Profile みやたけ・ごう 

  
略歴 毎日新聞社・論説副委員長から埼玉県立大学教授、目白大学・大学院教授

を経て、学校法人「日本リハビリテーション学舎」理事長も務めた。社会保障論

を専攻し、首相諮問機関「社会保障制度改革国民会議」、厚労省「社会保障審議会」､

財務省「財政制度等審議会」等の委員を歴任。 

 
主な著書等 『介護保険のすべて ～社会保障再編成の幕開け～』（保健同人社）、

『介護保険の再出発 ～医療を変える、福祉も変わる～』（保健同人社）、『年金の

すべて』（毎日新聞出版）、『Social Security in Japan』（フォーリンプレスセ

ンター）、など。 

 

 

 

【【座座長長】】秋秋山山  正正子子（（暮暮ららししのの保保健健室室  室室長長））  
 

Profile あきやま・まさこ 

  
略歴 1950 年、 秋田県生まれ。聖路加看護大学卒業後、関西にて臨床及び看護

教育に従事。1990 年、2 歳上の実姉の末期がんでの看取りを経験後、在宅ケアの

必要性を感じ訪問看護師に。1992 年、東京都新宿区にてライフケアシステム訪問

看護師となり、その後医療法人春峰会白十字訪問看護ステーションに移籍。2001

年、医療法人解散に伴いケアーズ設立、訪問看護・居宅介護支援・訪問介護の事

業を運営。2010 年 3 月、NHK プロフェッショナルに訪問看護師として取り上げ

られる。2011 年、高齢化の進む団地に「暮らしの保健室」開設。2015 年、看護

小規模多機能「坂町ミモザの家」開設。2016 年、江東区豊洲に NPO マギーズ東

京センター設立、共同代表理事・センター長。2019 年、国際赤十字社より第 47

回フローレンスナイチンゲール記章受章。現在、株式会社ケアーズ代表取締役、

白十字訪問看護ステーション統括所長、暮らしの保健室室長、NPO 白十字在宅ボ

ランテアの会理事長、認定 NPO マギーズ東京共同代表理事・センター長。 

 
主な著書等 『コロナ後の世界を生きる 私たちの提言』（共著、岩波新書）、『が

んと共に生きていくときに、知っておいてほしいこと』（山と渓谷社）。 
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武武蔵蔵野野市市のの地地域域包包括括ケケアア““ままちちぐぐるるみみのの支支ええ合合いい”” 
 

 

 

【【演演者者】】笹笹井井  肇肇（（武武蔵蔵野野市市  前前副副市市長長））  

 
Profile ささい・はじめ 

  
略歴 1980 年、武蔵野市役所入庁。1998 年より介護保険準備室主査として介護保険

導入に携わる。市民協働推進課長、高齢者支援課長、防災安全部長、健康福祉部長な

どを経て、2018 年 4 月より 2022 年 3 月まで副市長。厚生労働省老人保健健康増進

等事業「介護保険の保険者機能強化に関する研究委員会」委員、同「地域包括ケア『見

える化』システム構築・運用業務に係る工程管理支援等検討委員会」委員などを歴任。

現在、(公財)武蔵野市福祉公社顧問、(社福)とらいふ理事。 

 
主な著書等 『地域包括ケア サクセスガイド』（共著、メディカ出版）、『改正介護

保険の新しい総合事業のてびき』（共著、第一法規）、ほか。 
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栃栃木木県県のの在在宅宅医医療療のの現現状状とと課課題題 
～～県県民民がが望望むむ場場所所でで最最後後ままでで暮暮ららしし続続けけらられれるる社社会会にに向向けけてて～～  

 

 

 

 

【【演演者者】】早早川川  貴貴裕裕（（栃栃木木県県保保健健福福祉祉部部医医療療政政策策課課  主主幹幹））  

 
Profile はやかわ・たかひろ 

  
略歴 栃木県出身。2005 年、群馬大学医学部卒。栃木県内で臨床研修、その後小児

科医として勤務。2011 年、栃木県庁に入職。健康増進課（生活習慣病医療担当）、医

療政策課（在宅医療介護連携担当）、保健所勤務を経て、2021 年より保健福祉部医療

政策課 主幹兼地域医療担当 GL。公衆衛生学修士。 
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栃栃木木県県のの在在宅宅医医療療のの現現状状とと課課題題 
～～県県民民がが望望むむ場場所所でで最最後後ままでで暮暮ららしし続続けけらられれるる社社会会にに向向けけてて～～  

 

 

 

 

【【演演者者】】早早川川  貴貴裕裕（（栃栃木木県県保保健健福福祉祉部部医医療療政政策策課課  主主幹幹））  

 
Profile はやかわ・たかひろ 

  
略歴 栃木県出身。2005 年、群馬大学医学部卒。栃木県内で臨床研修、その後小児

科医として勤務。2011 年、栃木県庁に入職。健康増進課（生活習慣病医療担当）、医

療政策課（在宅医療介護連携担当）、保健所勤務を経て、2021 年より保健福祉部医療

政策課 主幹兼地域医療担当 GL。公衆衛生学修士。 
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どどううななるる  どどううすするる  終終のの棲棲家家  

在在宅宅介介護護はは崩崩壊壊のの危危機機 
 

 

 

【【演演者者】】小小島島  美美里里（（NNPPOO 法法人人暮暮ららししネネッットト・・ええんん  代代表表理理事事））  

 
Profile こじま・みさと 

  
略歴 全身性障がい者の介助ボランティアグループからスタートし、堀ノ内病院在宅

介護部門代表を経て、2003 年、NPO 法人暮らしネット・えんを設立。2009 年、毎

日介護賞グランプリ。現在、居宅介護支援、特定相談支援、訪問介護、居宅介護、認

知症通所介護、認知症グループホーム、小規模多機能型介護、相談支援、配食サービ

ス、高齢者生活共同住宅、基幹相談支援センターを運営。認知症カフェ、ごちゃまぜ

カフェ、ケアマネ・介護職員のための認知症介護講座等を定期的に開催。 

 
資格・公職等 介護支援専門員、認知症介護指導者。 

 
主な著書等 『あなたはどこで死にたいですか？ 認知症でも自分らしく生きられる

社会へ』（岩波書店）、『おひとりさまの逆襲 上野千鶴子・小島美里対談』（共著、ビ

ジネス社）。『マンガ認知症 介護施設編』（共著、ちくま新書）、ほか。 
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どどううななるる  どどううすするる  終終のの棲棲家家  

在在宅宅介介護護はは崩崩壊壊のの危危機機 
 

 

 

【【演演者者】】小小島島  美美里里（（NNPPOO 法法人人暮暮ららししネネッットト・・ええんん  代代表表理理事事））  

 
Profile こじま・みさと 

  
略歴 全身性障がい者の介助ボランティアグループからスタートし、堀ノ内病院在宅

介護部門代表を経て、2003 年、NPO 法人暮らしネット・えんを設立。2009 年、毎

日介護賞グランプリ。現在、居宅介護支援、特定相談支援、訪問介護、居宅介護、認

知症通所介護、認知症グループホーム、小規模多機能型介護、相談支援、配食サービ

ス、高齢者生活共同住宅、基幹相談支援センターを運営。認知症カフェ、ごちゃまぜ

カフェ、ケアマネ・介護職員のための認知症介護講座等を定期的に開催。 

 
資格・公職等 介護支援専門員、認知症介護指導者。 

 
主な著書等 『あなたはどこで死にたいですか？ 認知症でも自分らしく生きられる

社会へ』（岩波書店）、『おひとりさまの逆襲 上野千鶴子・小島美里対談』（共著、ビ

ジネス社）。『マンガ認知症 介護施設編』（共著、ちくま新書）、ほか。 
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どどううななるる  どどううすするる  終終のの棲棲家家 
～～時時代代のの要要請請にに応応ええるる看看護護職職員員のの確確保保ににつついいてて～～  

 

 

 

 

【【演演者者】】習習田田  由由美美子子（（厚厚生生労労働働省省医医政政局局看看護護課課  課課長長））  

 
Profile しゅうだ・ゆみこ 

  
略歴 大学卒業、大学院修士課程修了後、大学病院勤務を経て、厚生労働省に入省。

2002 年、医政局看護課、老健局老人保健課、保険局国民健康保険課、社会・援護局

福祉基盤課、保険局医療課を経て、東京都杉並区に出向。在宅医療生活支援センター

開設準備担当部長などを経て、2018 年より医政局看護課看護サービス推進室長。

2022 年 4 月より現職。 
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【【演演者者】】習習田田  由由美美子子（（厚厚生生労労働働省省医医政政局局看看護護課課  課課長長））  

 
Profile しゅうだ・ゆみこ 

  
略歴 大学卒業、大学院修士課程修了後、大学病院勤務を経て、厚生労働省に入省。

2002 年、医政局看護課、老健局老人保健課、保険局国民健康保険課、社会・援護局

福祉基盤課、保険局医療課を経て、東京都杉並区に出向。在宅医療生活支援センター

開設準備担当部長などを経て、2018 年より医政局看護課看護サービス推進室長。

2022 年 4 月より現職。 
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潤潤生生園園のの終終末末期期ケケアア 
 

 

 

【【演演者者】】時時田田  佳佳代代子子（（社社会会福福祉祉法法人人小小田田原原福福祉祉会会  理理事事長長）） 
 
Profile ときた・かよこ 

  
略歴 2006 年、日本福祉大学経済学部開発学科（現福祉経営学部）卒。2012 年、日

本社会事業大学専門職大学院福祉マネジメント研究科修了。2002 年、社会福祉法人

小田原福祉会入職。2011 年、同理事兼評議員。2013 年、同常務理事。2018 年、同

理事長。 

 
資格・公職等 日本福祉大学経済学部経営開発学科 学士（経営開発）、日本社会事業

大学大学院福祉マネジメント修士（専門職）。訪問介護員 2 級課程修了、介護福祉士、

社会福祉士、介護支援専門員、認知症ケア専門士、介護福祉経営士、認知症ケア上級

専門士。日本認知症ケア学会 評議員、日本認知症予防学会 会員、日本介護経営学会 

会員、日本地域包括ケア学会 会員。認知症ケア事業協同組合 理事長、全国地域包括

ケアシステム連絡会 理事、NPO 法人福祉フォーラムジャパン 理事、神奈川県県西

地区保健医療福祉推進会議 委員、かながわライフサポート事業運営委員会 委員、小

田原市地域医療連携会議 副会長。 
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潤潤生生園園のの終終末末期期ケケアア 
 

 

 

【【演演者者】】時時田田  佳佳代代子子（（社社会会福福祉祉法法人人小小田田原原福福祉祉会会  理理事事長長）） 
 
Profile ときた・かよこ 

  
略歴 2006 年、日本福祉大学経済学部開発学科（現福祉経営学部）卒。2012 年、日

本社会事業大学専門職大学院福祉マネジメント研究科修了。2002 年、社会福祉法人

小田原福祉会入職。2011 年、同理事兼評議員。2013 年、同常務理事。2018 年、同

理事長。 

 
資格・公職等 日本福祉大学経済学部経営開発学科 学士（経営開発）、日本社会事業

大学大学院福祉マネジメント修士（専門職）。訪問介護員 2 級課程修了、介護福祉士、

社会福祉士、介護支援専門員、認知症ケア専門士、介護福祉経営士、認知症ケア上級

専門士。日本認知症ケア学会 評議員、日本認知症予防学会 会員、日本介護経営学会 

会員、日本地域包括ケア学会 会員。認知症ケア事業協同組合 理事長、全国地域包括

ケアシステム連絡会 理事、NPO 法人福祉フォーラムジャパン 理事、神奈川県県西

地区保健医療福祉推進会議 委員、かながわライフサポート事業運営委員会 委員、小

田原市地域医療連携会議 副会長。 
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関関係係者者略略歴歴（（出出演演順順））  

 

 

鶴鶴岡岡  優優子子（（つつるるかかめめ診診療療所所  所所長長））  
 

Profile つるおか・ゆうこ 

  
略歴 1993 年、順天堂大学医学部卒。千葉県国保旭中央病院内科初期研修を終了

後、1995 年、自治医科大学地域医療学教室に入局。2001 年、米国ケース・ウエ

スタンリザーブ大留学後、2004 年、自治医科大学附属病院総合診療部在宅医長を

経て、2007 年、つるかめ診療所副所長。2015 年より現職。 

 
資格・公職等 医学博士、認定総合内科専門医。獨協医科大学臨床教授、順天堂

大学非常勤講師、小山地区医師会副会長、日本在宅医療連合学会副代表理事、つ

るカフェ代表、往診鞄研究家。映画『ピア～まちをつなぐもの』医療指導、映画

『いのちの停車場』医療監修・医療指導。 

 
主な著書等 週刊医学界新聞「在宅医療モノ語り」連載（2010～2015 年）、など。 

 

 

 

  
住住野野  耕耕三三（（在在宅宅医医療療助助成成勇勇美美記記念念財財団団  理理事事長長））  

 
Profile すみの・こうぞう 

  
略歴 1985 年、株式会社オートバックスセブン入社。2000 年、取締役総務部長 兼

人事部総務部管掌。2005 年、取締役オフィサー海外事業戦略推進担当。2007 年、

株式会社オートバックスシステムソリューション代表取締役社長。2011 年、パル

スター株式会社代表取締役社長。2014 年、株式会社オートバックスセブン取締役

常務執行役員 商品開発担当。2016 年、常勤監査役。2017 年、公益財団法人在宅

医療助成勇美記念財団理事長（現任）、一般財団法人住野勇財団評議員（現任）。

2019 年、株式会社オートバックスセブン取締役常勤監査等委員（2023 年 6 月退

任）。2021 年、公益社団法人日本監査役協会理事（2023 年 11 月退任）。2023 年、

株式会社 Polite 取締役常勤監査等委員（2024 年 8 月退任）。 
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関関係係者者略略歴歴（（出出演演順順））  

 

 

鶴鶴岡岡  優優子子（（つつるるかかめめ診診療療所所  所所長長））  
 

Profile つるおか・ゆうこ 

  
略歴 1993 年、順天堂大学医学部卒。千葉県国保旭中央病院内科初期研修を終了

後、1995 年、自治医科大学地域医療学教室に入局。2001 年、米国ケース・ウエ

スタンリザーブ大留学後、2004 年、自治医科大学附属病院総合診療部在宅医長を

経て、2007 年、つるかめ診療所副所長。2015 年より現職。 

 
資格・公職等 医学博士、認定総合内科専門医。獨協医科大学臨床教授、順天堂

大学非常勤講師、小山地区医師会副会長、日本在宅医療連合学会副代表理事、つ

るカフェ代表、往診鞄研究家。映画『ピア～まちをつなぐもの』医療指導、映画

『いのちの停車場』医療監修・医療指導。 

 
主な著書等 週刊医学界新聞「在宅医療モノ語り」連載（2010～2015 年）、など。 

 

 

 

  
住住野野  耕耕三三（（在在宅宅医医療療助助成成勇勇美美記記念念財財団団  理理事事長長））  

 
Profile すみの・こうぞう 

  
略歴 1985 年、株式会社オートバックスセブン入社。2000 年、取締役総務部長 兼

人事部総務部管掌。2005 年、取締役オフィサー海外事業戦略推進担当。2007 年、

株式会社オートバックスシステムソリューション代表取締役社長。2011 年、パル

スター株式会社代表取締役社長。2014 年、株式会社オートバックスセブン取締役

常務執行役員 商品開発担当。2016 年、常勤監査役。2017 年、公益財団法人在宅

医療助成勇美記念財団理事長（現任）、一般財団法人住野勇財団評議員（現任）。

2019 年、株式会社オートバックスセブン取締役常勤監査等委員（2023 年 6 月退

任）。2021 年、公益社団法人日本監査役協会理事（2023 年 11 月退任）。2023 年、

株式会社 Polite 取締役常勤監査等委員（2024 年 8 月退任）。 
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新新田田  國國夫夫（（日日本本在在宅宅ケケアアアアラライイアアンンスス  理理事事長長））  
 

Profile にった・くにお 

  
略歴 1967 年、早稲田大学第一商学部卒。1979 年、帝京大学医学部卒、帝京大学病

院 第一外科・救急救命センター勤務。1992 年より医療法人社団つくし会理事長。 

 
資格・公職等 医学博士、日本外科学会外科専門医、日本消化器病学会専門医。一般

社団法人日本在宅ケアアライアンス理事長、全国在宅療養支援医協会会長、日本臨床

倫理学会理事長、一般財団法人みらい創造財団朝日のあたる家理事長。 

  

  

  

  

二二階階堂堂  孝孝子子（（在在宅宅医医療療助助成成勇勇美美記記念念財財団団  常常務務理理事事））  
 

Profile にかいどう・たかこ 

  
略歴 1985 年、茨城大学農学部卒。1986 年、農林水産省入省。主に農山漁村の

人づくり、地域づくりの関係分野を担当（2008 年、経営局 普及・女性課 女性・

高齢者活動推進室室長）。2014 年、独立行政法人農林水産消費安全技術センター

監事。2023 年、退官。現在、昭和女子大学非常勤講師、公益財団法人在宅医療助

成勇美記念財団常務理事。 

 

  

  

  

石石垣垣  泰泰則則（（日日本本在在宅宅医医療療連連合合学学会会  代代表表理理事事））  
 

Profile いしがき・やすのり 

  
略歴 1957 年、静岡市生まれ。1982 年、順天堂大学医学部卒後、同神経学講座

入局。1990 年、城西神経内科クリニック（静岡市）を開設。2009 年、東京文京

区にコーラルクリニックを開設。2021 年、大村病院院長に就任。2023 年、コー

ラルクリニック院長に就任。順天堂大学大学院では神経難病の在宅医療と生活期

のリハビリテーション医療を指導し、東京大学医学部をはじめ順天堂大学看護学 
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新新田田  國國夫夫（（日日本本在在宅宅ケケアアアアラライイアアンンスス  理理事事長長））  
 

Profile にった・くにお 

  
略歴 1967 年、早稲田大学第一商学部卒。1979 年、帝京大学医学部卒、帝京大学病

院 第一外科・救急救命センター勤務。1992 年より医療法人社団つくし会理事長。 

 
資格・公職等 医学博士、日本外科学会外科専門医、日本消化器病学会専門医。一般

社団法人日本在宅ケアアライアンス理事長、全国在宅療養支援医協会会長、日本臨床

倫理学会理事長、一般財団法人みらい創造財団朝日のあたる家理事長。 

  

  

  

  

二二階階堂堂  孝孝子子（（在在宅宅医医療療助助成成勇勇美美記記念念財財団団  常常務務理理事事））  
 

Profile にかいどう・たかこ 

  
略歴 1985 年、茨城大学農学部卒。1986 年、農林水産省入省。主に農山漁村の

人づくり、地域づくりの関係分野を担当（2008 年、経営局 普及・女性課 女性・

高齢者活動推進室室長）。2014 年、独立行政法人農林水産消費安全技術センター

監事。2023 年、退官。現在、昭和女子大学非常勤講師、公益財団法人在宅医療助

成勇美記念財団常務理事。 

 

  

  

  

石石垣垣  泰泰則則（（日日本本在在宅宅医医療療連連合合学学会会  代代表表理理事事））  
 

Profile いしがき・やすのり 

  
略歴 1957 年、静岡市生まれ。1982 年、順天堂大学医学部卒後、同神経学講座

入局。1990 年、城西神経内科クリニック（静岡市）を開設。2009 年、東京文京

区にコーラルクリニックを開設。2021 年、大村病院院長に就任。2023 年、コー

ラルクリニック院長に就任。順天堂大学大学院では神経難病の在宅医療と生活期

のリハビリテーション医療を指導し、東京大学医学部をはじめ順天堂大学看護学 
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部と帝京平成大学薬学部の学生に在宅医療を指導する。地域のかかりつけ医、病

院医師、在宅医療専門診療所医師といったさまざまな立場での在宅医療を実践し

てきた経歴を持つ。我が国の在宅医療を推進し、その質を高めるための活動に取

り組んでいる。 

 
資格・公職等 医学博士、日本神経学会認定専門医・指導医。日本リハビリテー

ション医学会専門医・指導医、日本プライマリケア学会指導医、日本内科学会認

定内科医、日本在宅医療連合学会専門医・指導医、介護支援専門員、日本医師会

認定産業医。日本在宅医療連合学会代表理事、日本生活期リハビリテーション医

学会理事、日本リハビリテーション医学教育機構学術理事、日本早期認知症学会

理事、日本老年医学会代議員、日本在宅ケアアライアンス副理事長、全国在宅療

養支援医協会副会長、静岡難病ケア市民ネットワーク理事長、全国薬剤師・在宅

療養支援連絡会顧問、順天堂大学医学部非常勤講師など。 

  

  

  

  

辻辻  哲哲夫夫（（医医療療経経済済研研究究・・社社会会保保険険福福祉祉協協会会  理理事事長長）） 
 

Profile つじ・てつお 
  
略歴 1971 年、厚生省（当時）入省。老人福祉課長、国民健康保険課長、大臣

官房審議官（医療保険、健康政策担当）、保険局長、厚生労働事務次官などを経

て、2009 年、東京大学高齢社会総合研究機構教授に就任。特任教授を経て、現

在は同機構客員研究員ほか医療経済研究・社会保険福祉協会理事長、健康生き

がい開発財団理事長など。専門分野は、社会保障政策／高齢者ケア政策。 

 
主な著書等 『日本の医療制度改革がめざすもの』（時事通信社）、『地域包括ケア

のすすめ 在宅医療推進のための多職種連携の試み』（東京大学高齢社会総合研究

機構編、東京大学出版会）、『地域包括ケアのまちづくり』（東京大学高齢社会総合

研究機構編、東京大学出版会）、『在宅医療 治し支える医療の概念と実践』（監修・

執筆、中央法規）、など。 
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部と帝京平成大学薬学部の学生に在宅医療を指導する。地域のかかりつけ医、病

院医師、在宅医療専門診療所医師といったさまざまな立場での在宅医療を実践し

てきた経歴を持つ。我が国の在宅医療を推進し、その質を高めるための活動に取

り組んでいる。 

 
資格・公職等 医学博士、日本神経学会認定専門医・指導医。日本リハビリテー

ション医学会専門医・指導医、日本プライマリケア学会指導医、日本内科学会認

定内科医、日本在宅医療連合学会専門医・指導医、介護支援専門員、日本医師会

認定産業医。日本在宅医療連合学会代表理事、日本生活期リハビリテーション医

学会理事、日本リハビリテーション医学教育機構学術理事、日本早期認知症学会

理事、日本老年医学会代議員、日本在宅ケアアライアンス副理事長、全国在宅療

養支援医協会副会長、静岡難病ケア市民ネットワーク理事長、全国薬剤師・在宅

療養支援連絡会顧問、順天堂大学医学部非常勤講師など。 

  

  

  

  

辻辻  哲哲夫夫（（医医療療経経済済研研究究・・社社会会保保険険福福祉祉協協会会  理理事事長長）） 
 

Profile つじ・てつお 
  
略歴 1971 年、厚生省（当時）入省。老人福祉課長、国民健康保険課長、大臣

官房審議官（医療保険、健康政策担当）、保険局長、厚生労働事務次官などを経

て、2009 年、東京大学高齢社会総合研究機構教授に就任。特任教授を経て、現

在は同機構客員研究員ほか医療経済研究・社会保険福祉協会理事長、健康生き

がい開発財団理事長など。専門分野は、社会保障政策／高齢者ケア政策。 

 
主な著書等 『日本の医療制度改革がめざすもの』（時事通信社）、『地域包括ケア

のすすめ 在宅医療推進のための多職種連携の試み』（東京大学高齢社会総合研究

機構編、東京大学出版会）、『地域包括ケアのまちづくり』（東京大学高齢社会総合

研究機構編、東京大学出版会）、『在宅医療 治し支える医療の概念と実践』（監修・

執筆、中央法規）、など。 
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大大島島  伸伸一一（（国国立立長長寿寿医医療療研研究究セセンンタターー  名名誉誉総総長長））  
 

Profile おおしま・しんいち 
 
略歴 1945 年生まれ。1970 年、名古屋大学医学部卒業。社会保険中京病院泌尿器科、

副院長を経て、1997 年、名古屋大学医学部泌尿器科学講座教授。2002 年、名古屋

大学医学部附属病院病院長。 2004 年、国立長寿医療センター総長。2010 年、独立

行政法人国立長寿医療研究センター理事長・総長。2014 年より名誉総長。名古屋大

学名誉教授。 

 
資格・公職等 社会保障制度改革国民会議委員（2012～’13 年）、医道審議会会長（2013

～’19 年）、日本福祉大学常任理事（2017 年～）、公益財団法人在宅医療助成勇美記念

財団理事（2017 年～）、公益財団法人長寿科学振興財団理事長（2020 年～）、公益社

団法人日本介護福祉士会認定介護福祉士認証・認定機構機構長（2022 年～）など。 

 
主な著書等 『超高齢社会の医療のかたち、国のかたち』（グリーン・プレス）、『老

後を生き抜く方法』（宝島社）、『長寿の国を診る』（風媒社）、『「治し支える医療 」 へ

向けて、医学と社会の大転換を』（編著、ライフ・サイエンス）、『在宅医療 治し支

える医療の概念と実践』（監修・執筆、中央法規）、など。 
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大大島島  伸伸一一（（国国立立長長寿寿医医療療研研究究セセンンタターー  名名誉誉総総長長））  
 

Profile おおしま・しんいち 
 
略歴 1945 年生まれ。1970 年、名古屋大学医学部卒業。社会保険中京病院泌尿器科、

副院長を経て、1997 年、名古屋大学医学部泌尿器科学講座教授。2002 年、名古屋

大学医学部附属病院病院長。 2004 年、国立長寿医療センター総長。2010 年、独立

行政法人国立長寿医療研究センター理事長・総長。2014 年より名誉総長。名古屋大

学名誉教授。 

 
資格・公職等 社会保障制度改革国民会議委員（2012～’13 年）、医道審議会会長（2013

～’19 年）、日本福祉大学常任理事（2017 年～）、公益財団法人在宅医療助成勇美記念

財団理事（2017 年～）、公益財団法人長寿科学振興財団理事長（2020 年～）、公益社

団法人日本介護福祉士会認定介護福祉士認証・認定機構機構長（2022 年～）など。 

 
主な著書等 『超高齢社会の医療のかたち、国のかたち』（グリーン・プレス）、『老

後を生き抜く方法』（宝島社）、『長寿の国を診る』（風媒社）、『「治し支える医療 」 へ

向けて、医学と社会の大転換を』（編著、ライフ・サイエンス）、『在宅医療 治し支

える医療の概念と実践』（監修・執筆、中央法規）、など。 
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